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「あ なたがたの仕 える者 を・ きょう・選び

なさい。ただし， わた しとわたしの家

とは共に主に仕 えます。」(ヨ シュア24：15)

今 月号のメッセージで私が皆 さんにお伝え

したいことは， こグ～込坐 壁 …墜魚婁涯で あり，

いつかは終わるものであるということである。

したがって，私 たちは正 しい選択 をしなけれ

ばならない。 しか も今それを行なわなければ

ならない。

地球が創造 され，人が この地上に置かれた

のはそのためであった。

人は神 の霊の子供であり，永遠の存在であ

る。入はこの地球が創造 される前に，霊界で

神の子 として生 まれ，神 と共にそこに住んで

いた。 そして，入は，肉体の死後 も永遠に生

き続けるのである。

私たちは創造主か ら自由意志 を授かってい一 柳"."僧晶

る。 この地上にいる間，私たちはふたつの大

きな力，すなわち…勉;批 悪一④虹 録1で 生活.

している。私たちはこのふたつの どち らか を

選 ばなければならない。決 してこの選択 を避

けることはできないのである。

キ リス ト9桑 な離 紅 婁 に琴るみら即る八

人に光 を与え，また 『みたま 匹はその声 を聴

く全 世 界りあらゆ る人 ダを照すな り。

ζ。の_匠みた誌」.の声 を聴 く..すべての人は神

……すなや転
、御傘g)許 に来 るな り。」(教 義

と聖約84：46-47).

また，自己の責任 を知 財 景ゑ免齢 に運 した

す・斗て」g～ムは，墨塵 とその使 いに誘惑 貫れ，

キ リスLΩ .撫な劇の導能 をま巨ん.で彼.ら.に従 う

姪 な嵐 試み られる。

この"い はエ 『ンの園に始 まり，今 も激 し

い争いが続いている。

アダム とイヴはエデンの園を追 い出された

後，天 の使 いか ら福音 を教わ り， また主か ら

子供たちを教えるように と命 じられた。そ し
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・ てふた りはこの戒めに従 った。そこに 「サタ

ン彼 らの中に来 りて言いけるは，……アダム

とイヴの言 を信ずるなかれ， と。されば，彼

らアダムとイヴの言 を信ずることなくサ タン
め

を神 よりも愛でた り。人はその時より，肉体，

肉欲，悪魔に従 う者 とな り始めた り。」(モ ー

セ5：13)

同 じ.ζよ凌三孟れ .まで約 β，OQO年 の間繰 り返

し行なわれて きた。それぞれの神権時代に人

人は福音を拒み，その結果，背教，堕落，暗

黒の世界へ と落 ちていったのである。そのた

びに，神会すなわち御父 と御子 と聖霊につい

ての真の属性が明 らかに.されてきた。そして，

福音の基本原則 と儀式 も新たに啓示 され，福

音の教 えに従 って生活することの大切さが強

調 されて きた。

また，福音の教 えに従 う時にどのような祝

福が与 えられ るか も明らかに され，不従順の

もたらす結果についても常に予告 されて きた。

そしてそれ らの予言は必ず成就 している。

人類 の歴史の中で，「『みたま』の声」を聴

き続けてきたひとつの社会がある。彼 らはた

だの一度た りともサ タンの誘惑や力に屈 しな

かった。エ ノクの民 と呼ばれているのがその

人々である。彼 ら.は天にとり上げられた。そ
`
して今，再びこの地上 に帰 り来て，ひ とつに

なる日を待っている。

人類の歴史が始まってか ら最初 の16世 紀半

の間，地上の残 りの住民は福音 を教え られ，

アダム，セツ，エ ノス， カイナ ン，マハ ラレ

ル，ヤ レ ド，エ ノク， メ トセラ，レメク」 ノ

アなどの予言者か ら，従順である時に与 えら

れ る祝福 と不従順 の結果 もたらされ る滅亡を

知 らされていた。 しか し，彼らはこれ らの予

言者の声 を聴かず，「信ずるなかれ」というサ

タンの言葉に従ったため，最後には罪悪の極

みに達 し，洪水 を招 く結果 となっ.たのである。
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匹

そして， ノア とノアの家族 だ け が生 き残 っ

た。

間違った選択 をしたために同 じような結果

に陥った例が，巨大 なバベルの塔 を建 てた後，

約2，000年 間ア メリカ大陸に住んで いたジェ

レ ド人の記録に も見 られる。

バベルの塔 を建 てたことで言葉 を乱されて

か ら，主は一群の人々を.アメリカ.大陸に導か

れた。そして，イエス ・キリス トはこの地の

神 であるご自分に従 うならば偉大な国民にす

ると彼 らに言われた。「全世界の中，……汝ら

の……国民に勝 る国民はなかるべ し。」(イ テ

ル1：43)そ して実際に彼 らはその通 りになっ

た。

しか し繁栄 し豊かになって くると，彼 らは

主を忘 れ，その教 えをなおざ りにした。そし

て民の罪悪が頂点に達 した時，予言者 たちは

悔い改めて主に仕 えなければこの地か ら滅ぼ

し去 られると繰 り返 し民に警告 した。けれ ど

も彼 らは予言者の警告 を拒み， 肉欲 の道か ら

離れ なか った。つ いに，同胞相争 う大戦争 .

に な り，こ とご とく滅 びて しまったのであ

る。

その後アメ リカ大陸はニーファイ人によっ

て引き継がれた。ニー ファイ人は紀元前600

年 頃，主に導かれてアメリカに渡ってきた リ

ーハイの子孫である
。キリス トがお生 まれに

なるまでの600年 間iニ ー ファイ人は予言者

たちから， キリス トの教えに従 って生活す る

時に与 えられる祝福 と教えに従わない時に起

こる滅亡について繰 り返 し教えられていた。

しか しなが ら紀元421年 頃 ，民の罪悪は頂点

に達 し，ジェレ ド人 と同 じょ.う.に破滅の道 を

たどったのである。

ニーファイ人は1千 年の間，ある時は義 し

くデ またある時は邪悪な生活を送った。

ニーファイ人の予言者たちは，キ リス トが

エルサレムの地で伝道されるこ とや，キ リス

トの降誕 と十字架上の死について知 らされる

こと，そしてキリス トは復活 した後アメ リカ

大陸の民 を訪れたもうというこ とについて告

げた。

予言者ニーファイは紀元前592年 に，キ リ

ス トが十字架にかけられる時，「地(ア メリカ

大陸)の 面に暗黒……電光 ・・…雷・…・・地震が

あ り……， 多 くの都市が陥 ち込み， 多くの都

市が焼け失せ」 るこ と，そしてその大破壊に

続いて復活したキ リス トが人々に現われたも

っといっことを予言 している。(1ニ ーファイ

12：4，6参 照)

この予言は文字通 り成就 した。

予言はすべて主が定められた時が来れば成

就す るか らである。

予言者アモスはこれが真実であることを次

の ように述べている。

「まことに主なる神はそのしもべである預

言者にその隠れた事 を示 さないでは，何事 を

もなされない。」(ア モス3：7)

ところで，これまで見て きた出来事はアモ

スの言葉が真実であることを立証 している。

しか もそれ らは，私の話の裏付 けとなり，さ

らに現在の状況の中で私が語 ることに深い意

味を添え，キ リス トの光に従 うことの大切 さ

を改めて認識させて くれ る。

私たちは今，時満ちたる神権時代，福千年

に先立つ福音の最後の神権時代 に生きている。

この神権時代は，かつての神権時代のよう

に，背教に よって福音が失 われるという形で

終わ ることはない。時満ちたる神権時代は，

この世が創造 されて以来すべての神権時代 に

おいて予言されてきたように，主なるイエス・

キ リス トが再臨 し;1千 年 にわたる平和な統

治に入られる時に幕 を閉 じるのである。

「かの大いなる 『福千年』は来 らん
。その

3



時 サ タ ン は 縛 ら れ ん 。」(教 義 と聖 約43：30-

31)
ち か ら

キ リス トは 「能力 と大いなる栄光 とを以て

天の万群 と共に天 より現われ， 人々 と共に正

義を以て一千年の間この世に留 まり悪 しき人

人はこれに耐えざればな り。」(教 義と聖約29：

11)

ニ ー ファイは私たちの時代を予見 して，次

のよっに記 している。

「サ タンが もはや人の心 を司 どることので

きない日が速に くる。すべてたかぶ る者 と悪

を行 う者がわらのようになって焼かれる日が

じきにくるからである。

神 は悪人が義入を亡ぼすのを許 したまわな
こうむ

いから，あ らゆる人が神のはげ しい怒 りを蒙

る日が じきに くる。

それであるか ら，神がそのはげしい怒 りを

下 したまま義人たちを守るために火をもって

その敵を亡ぼ さねばならな くとも神はその能

力で必ず義 人たちを守 りたもう。故に義 人は

おそれるに及ばない，予言者の言葉に 『たと

え火の力を以てするに至 るともかれらは救わ

るべ し』 とあるか らである。

ごらん私の兄弟たちよ。これ らのことは間
けむり

もな く.必ず起る。真に血 も火も姻の霧 も必ず

くる。 しか もこれらのことはこの世界の上 で

起 るに相違な く，すべ ての人間が イスラエル

の聖者に対 してその心 をかた くなにす るなら

ば，肉体 をもつこの世の人間に くるのである。

ごらん，義入たちは亡びない。 シオンに敵

対 して戦 う者たちがすべて絶ち亡ぼされる時

が確に くるに相違ないか らである。」(1ニ ー

ファイ22：15-19)

いつ このようなこ とが起 こるか私たちには

分か らない。 しか しその時が近いことは確か

である。世の人々の罪悪は頂点に達 しつつあ

る。十戒の中の どの戒め をとってみて も軽ん

4

じ られていないものはないほ どである。人々

は神 を神 とも思 わず，不正直や不道徳，安息

日を破 ること，果ては殺 人までも増加の一途

をたどっている。

この最後の神権時代の幕開けに主は何 と言

われただろうか。

「聴け
，汝らわが教会の人々 よ。い と高き

ところに住みて，すべての人を見まもる者の
いわ

声は告 ぐ。曰 く，誠にわれ告 ぐ，汝ら民よ，

遙かなる所よ り耳を傾け よ。海の島々にある

老 よ，共に聴け。……

汝 ら備えをなせ，まさに来るべ き事のため

に備 えをなせ， そは主の来 るは近ければなり，

而 して主の怒 りは燃え，主の剣は天にて う
こ う べ

るおいたれば，今や この世に住む人々の頭に

下されん。
かいな

その時主の腕現われて，主の声 もまた主の

僕 らの声も聞かん とせ ず，予言者にして使徒

なる者たちの言に も耳傾けんとせ ざる者のそ

の民の中より絶たるべ き日来 るな り。

そは彼 らわが儀式 より離れ去 り，わが永遠

の誓約 を破 りたればな り。

彼 らは主の義 を打建てんために主を求めず

して， あらゆる者おのが心の ままに振舞いお

のれ らの神の姿 を求むれ ども， その姿は人の
かたち

世の像に してその本質は一個の偶像 なり。そ

は古びてつ いにバ ビロンにて，すなわちつい

に亡ぶべ き大バ ビロンにて朽 ちん。」(教 義 と

聖約1：1，12-16)、

時は差 し迫っている。バ ビロンが朽 ちる時

耐えるためには，私たちは，今選ばなければ

ならない。アミュレクが言っているように，「現

世 は， 人間が神に逢 う用意をしな くてはなら

ぬ時期である。現世の生涯は，人間が各々働 きを

遂行せねばならぬ時期である。」(アルマ34：32)

私 た ちは 「きょう」正 しい選択 をしなけれ

ばな らない。

こ.



日の光栄の結婚
(そ の1)

十二使徒評議員会会員

ブル ース ・R・ マ ッコ ンキ ー

私 たちが思いにおいて一致し洞 じ基の上
に立ち，同一の永遠 の真理 を心 に抱 くこ

とができるように，幾つかの啓示 を引用 しな

が らこの話 をしたい と思 う。 また，私たちが

この偉大 な教義の原則に関 して思い と行ない

をひとつ にし， この試 しの世 を経て御父の王

国に属す る完き栄光 を受け継 ぐために，必要

なことをすべ て行なお うとしっか り決意する

趨

藻

筐華
.

謙講

職

謝撫

欝
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ことができるよう祈 っ.ている。『教会の律法』 噂

といわれ る教義 と聖約第42章 にはこ う記され

ている。「汝 ら誠心 を以て妻を愛してこれと結

び合 うべ し。その他の者に愛着することなか

れ。」(教 義 と聖約42：22)同 じ精神が旧約聖

書のルツ記にもうかがえる。この聖句は， も

ともと結婚 について述べた聖句ではないが，

そのまま応用で きる原則が示され.ている。

「ルツは言 った，『あなたを捨て，.あなたを

離れて帰 ることをわたしに勧め ないで くださ

い。わたしはあなたの行かれる所へ行 き， ま

たあなたの宿 られる所に宿 ります。あなたの

民はわたしの民，あなたの神はわた しの神 で

す。

あなたの死なれる所でわたしも死んで， そ

のかたわらに葬 られ ます。もし死に別れでな

く，わたしがあなた と別れるな らば，主 よ，

どうぞわたしをい くえに も罰 して ください。」

(ノレツ1：16-17)

また，教義 と聖約第49章 には， この神権時

代の結婚 について次のように勧告 されている。

「また，われ誠に汝らに告 ぐ，何人にても

結婚 を禁ずる者は神 より聖職の按手任命 を受

けたる者にあらず，そは結婚は神の人に定め

たるところなればなり。
も ただ

この故 に，人各々一人の妻 を有つ ことは義

し。而 してこの二人の者一体 となるべ し。す
かな

べてこれは，この世 の造 られたる目的に適 わ

んためな り。

すなわち，この世のいまだ創 られ ざる前に

人の創 られ しに従いて，人間の数の この世 に

充たされんためな り。」(教 義 と聖約49：15-

17)

末 日聖徒 の結婚 は，神 聖 な， 日の光栄の

秩序に基づ くものである。私たちが語る結婚
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は，人類に もたらされる最高の愛と喜び，平

安，幸福，安 らぎを育む ことのできる制度 で

.ある。私 たちが築 く家庭は，永遠に限 りな く

存続する可能性 を持 ち，夫 と妻が永遠の関係

を保つ所 である。その中で両親 と息子，娘 は

決 して断ち切 ることのできない永遠の絆によ.

って結ばれる。 この家族単位は教会 よりも大

切 であり，地上であると天上であるとを問わ

ずあらゆる組織の中で最 も重要な組織である。

しか も， その組織 を通 して，私たちは天父な

る神が送 っておられる生活，すなわち永遠 の

生命 に至 ることができるのであ る。

この栄 えある最：後の福音の神権時代にあっ

て，私たちは最 も基本的な永遠の真理，すな

わち神が どのような属性 をもった御方である

か ということに関す る真理 を知 ることができ

た。永遠 の生命 とは，御父 と御子について知

るこ とである。(ヨ ハネ17：3参 照)私 たちは

神が どのような属性 をもち， どのような御方

であるかを知 らなければ，段階 を追 って昇栄

に近づ くことはできないのである。永遠の生

命 とはとりもなおさず父なる神が送 っておら

れる生活の ことであ り， また父なる神 とは聖

なる完全 な御方 で高め られ昇栄 を受けられた

御方である。父なる神 は，「人間の有する肉体

と同 じく触知 し得る骨肉の体 を有し」(教義 と

聖約130：22)， 感情，感覚 を持 ちたもう御方

であり，あらゆる人々の霊の父である。私 た

ちは皆，御 父の家族の一貝として生 まれた。

私たちは父なる神のみ顔 を拝.し，そのみ声を

聞 き，代表者や代理人 を通 してだけでな く，

直接 にその勧告 を受けた。前世で私たちは御

.父 のことを知っていた。 しかし，今は幕が下

ろされ， 当時のことは何 ひとつ記憶 していな

い。そのため私 たちは神の ようになる方法を



自分で捜 し求めて行なわなければな らな くな

った。

神は私たちを霊の子供 として もうけた後，

選 択する力を具 えた 自由意志 を与 えて下 さっ
.
た。そ して律法 を授け， 自申に行動できるよ

うにし1そ の結果 として私 たちが才能や能力，

特質 を伸ばせ るように して下 さった。神は ま

た救いの計画 を定め られた。これは神 の福音

と呼ばれる.。この福音は，私たち神の霊の息

子，娘が前世におけ る低い英知 を持 った霊の

状態か ら，神の ような高い，昇栄 した状態に

至るために必要な律法や権威，権利，経験，

賜，恵みのすべてか ら成るものである。

予言者ジョセブ ・ス ミスは，神 ご自身グ霊

.と栄光のただ中にあ
って，私たちが進歩 し，

神のようになるために必要な諸々の律法を定

めて下 さったと述べ ている。これ らの律法に

基づいて神 はこの地球 を創造 し，私 たちが死

すべ き体 を得て， この試 しの世 で試みに遭 い，

他の方法では得 ることのできない経験 を得 ら

れるように して下 さった。さらに，善悪を識

別 し，善事か悪事かを選び，霊 に、かかわる事

柄にあって進歩成長す る機会 を与えて下さっ

た。 そして，永遠に続 く可能性 のある結婚生

活を営む機会 を与 えて下 さった。私 たちはこ

の道 を前世 で選 んだ。そして今，最後のテス

トを受けているのである。これはまた，私た

ちの前途に横たわる王国に入るための試験で

もある。

父なる神が送ってお られる生活，すなわち

永遠の生命にはふたつの意味がある。第一 に

家族が永遠に続 く.こと1.そ して次に聖典で言

われている御父の無上完全 と栄光 を受けるこ

と，(教義 と聖約76：56参 照)，.すなわち神
.ご自

身が持ってお られる権能，力，..支配，昇栄 を

受けることである。この限 りある世 界に住む

私たちには，御父が全知全能であることを理

解す る力はない。 もちろん天界の星を見た り，

この宇宙に創造 された世界や天体 を見ること

はで きる。また，私 たちが よく知 っているこ

の天体のすべての生命 を調べ，栄 えある無限

の英知 とはどういうものか を知 ることはでき

る。そしてこの英知 こそ，方物が創造された

源であ り，御父の完 き栄光 を鮮やかに描 き出，

す ものであることに気付 くのである。

私たちは永遠の生命 を求めている。言い換

えると，私たちは神 の子供 として進歩す る特

権 を与えられ，やがて永遠の御父に似た者 と

なる道を歩んでいるのである。 もしそうであ

るとすれば，私たちは主イエスの瞭 いの犠牲

を基 としてその上に立つ ように と命令を受け

ているのである。私たちは栄光 と誉れを刈 り

取るために，戒めを守 り，義の種 を蒔 く必要

がある。福音の求め るすべ てのこ.とを行な う

な らば，私たちはそのような進歩 を遂げるこ

とが できるのである。この福音すなわち救い

の計画は，無限無窮の贈いの犠牲によって，

御父の計画のすべての条件 と条項 を満た して

下 さったイエス ・キ リス トを記念して，現在

はイエス ・キ リス トの福音 と呼ばれている。

父なる神は万物の創造主である。 したが っ

て私 たちは，人間だけでな く諸天の万物 を創

造 して下 さった神の聖なるみ名に栄光 を帰 し，

神 を讃美する。まさしく父 なる神は完全無欠

な創造主ぞあ り，その御子 イエス ・キリス ト

は贈い主である。イエス ・キリス トがこの世

に来 られたのは，アダムの省によってこの世.

に もたらされた肉体 と霊の死か ら私 たちを腰

うためである。肉体の死が贈われることによ

って，私 たちは皆，不死不滅の体 を得 られる
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ようになった。「アダムにあ ってすべ ての人

が死んでいやのと同 じように，キ リス トにあ

ってすべ ての人が生かされるのであ る。」(1

コ リン ト15：22).こ の ようにして，命あるも

のは皆やがて復活 して不死不滅の状態 とな り，

この世でなした行 ないに応 じて裁 きを受け，

備 えられた王国で住むべ き所 を与えられ るの

である。ある人々は復活 して不死不滅の状態

となり，神が送 ってお られる生活すなわち永

遠の生命 を得る。

主 イエス ・キ リス トが私たちのためになし

て下 ざったすべての事柄 を考え，私 たちの悔

い改めに応じて罪の責任 を引き受けて下 さる

ことに対 して，私たちは主イエスす なわちエ

ホバのみ名をい くらたたえて もこれで十分 と

いうことはない。父なる神は創造のみ業 に携

わ り，御子 イエス ・キ リス トは贈いのみ業に

従事 された。そして，私 たち人間は，父なる

神が定め，御子 イエス ・キ リス トが設け られ

た基の上に立 って，これまで私が述べて きた

栄光 と誉れ と尊厳 を受け継 ぐことができるよ

うに割 り当て られた責任 を果たすのである。

一般的な言葉で言えば
，律法 を受け入れ，信

じるということである。キ リス トを信 じ，そ

の律法に従って生活 し，高潔で清い人間にな

ることであり，バプテスマの水 に入って罪を

洗い流 し，聖霊の力によって新 し く生まれ変

わり，真理 と正義の道 を歩む ことである。

一般的な話 で終始 して きたが，今 回は，次

回に詳 しく述べる 「永遠の結婚」の前置 きと

して基本的なことを語って きたつ もりである。
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魑
日に9箱 のタバ コを，
一体 どう した ら

やめ られるで しょうか

ジャ ン ・ム ス マ ン

A振 り返ってみます と，1964年 に私たちの一7

家 を訪問して下さったふた りの立派な宣

教師に，福音 を信 じます と言っていたらどん

なによか ったか と思います。あの年，私 たち

は，宣教師か らタバ コをやめて下 さいと言わ

れました。けれ ども，1時 間 さえタバ コなし

でいるこ とを苦痛に感 じた私たちは，手 の届

かない所に救 いを追いやって しまったのです。

当時， ビルは1日 に6箱 ，私 は3箱 ， タバ

コを吸っていました。 日に9箱 とい う途方 も

ない数のタバ コが，私 たち と福音の間に立ち

はだかっていたのです。 しか し，天父は少 し

ずつ私たちの生活を変えて下 さいました。そ

して，1975年 に，私たちはバプテスマ を受け

ることが できました。

私 たちはどうしてもこの喫煙の習慣 を断た

なければならない羽 目に陥 りました。という

のは， ビルは人の倍ほどタバ コを吸っていて

平気 でしたが，私の方が耐えがたい苦痛に見

舞われるようになったか らでした。胸がひど



く痛むようになったのです。そこで，友達が

診ていただいてタバ コの本数 を減 らす ことが

できたとい う医者 を訪ねて行 き，私 も計画的

にタバ コを少な くしようと思いました。私が

看護婦に案 内されて診察室へ入ると，先生は

ちょうど，私の胸部のレン トゲン写真 を見て

いました。

先生はレン トゲン写真をのぞきこんだまま，

私にこう尋ね ました。「ムスマンさん，今タバ

コをお持ちですか。」

「はい，2箱 ほ ど。」私は小声 で答えました。

すると先生は顔 をあげ;私 の方 を向いて厳

しい声 で言いました。「どうぞ，このごみ箱に

捨てて下さい。私は医師 として，これ以上喫

煙すれば，肺がだめになることをご忠告 して

おきます。」

「でも
，先生。私は本数 を減 らすためにう

かがったのです。」

「タバ コは今 後 一切だめです
。これが診察

の結果 です。」そ して，さらに語調 を強めてこ

う言いました。「これは重大なことです。もし

ご主人やお子さんのことを考える気持 ちがお

あ りなら，今後一切吸 ってはな りません。」

帰宅する途中の車の中で， 目か ら涙があふ

れ出てきました。「タバコをやめるなんて， で

きない。 自分が一番よ く知っている。」これま

で何度やめ ようとしたか分か りませ ん。ちょ

うどビルが 出張して留守であったのが，何 よ

りの救 いでした。 とにか く考える時間が欲 し

か ったのです。家に着 くと，私は台所の椅子

に腰かけ， どうしたらよいか考 えました。そ

うしているうちに も，無意識の うちに，私は

日々の恵み

タバ コに火を付けていました。そのことに気

付いてふ とわれに返 った途端に，電話のベル』

がけたたましく鳴 りました。ニュー ヨークの

ビルか らの電話 でした。

「ジャン
，今医者に電話 したんだけど・・…・」

と言って，私が タバ コを吸っているのをうか

が っかのよっに黙ってしまいました。そして

突然大声で こう言いました。「ジャン・ムスマ

ン，君は今， タバ コを吸ってるね!」

「ジャン ・ムスマ ン
。君は今， タバ コを吸

ってるね。 タバ コを吸ってるね!」 私は皮肉

たっぷ りにビルの言葉をまねました。「ビル・

ムスマンさん， まった く結構な身分ですね。

あなたにタバコをやめなさいなんて， どなた

もおっしゃらないでしょうか らね。」

それからふた り共，黙 り込んでしまいまし

た。しばらくしてビルが 口を切 りました。「明

日帰 るよ。ふたりでタバ コを捨てて，24時 間

禁煙 してみよう。」・

私は賛成 しました。今で もどうしてできた

のか分か りませんが， とにか く私はその約束

を果 たしました。翌 日， ビルが帰って くるな.

り，両手を大き く広げて，次のように言った

ことを今 でもはっき り覚えています。「ふたり

で力を合 わせ てタバ コをやめ よう。もうタバ

コとは縁 を切ろ う。」

初めの数週間は大変などとい うものではな

く， まさに恐ろしいほ どの毎 日でした。ふた

りは手 を震わせ なが ら， うつろな目で歩き回

っていました。レンらいらして怒 りっぽ ぐなり，

私は何度 ももうだめだ と思いました。しか し，

ビルは半ば放心状態の中 でも頑強に意志を守

.
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日々の恵み

り通 し，耐えています。そんな彼 を見 ると，

勇気が よみがえって くるのでした。

しか し，.ニコチン中毒の状態か ら抜け出す

のは，並大低のこ とではありません。ただ 「神

はなんで もできる」(マ ルコ10：27)と いう言

葉にかけてみるしかなか ったのです。実の と

ころ， 自分たちはタバ コとの腐れ縁 を断ち切

って 自由の身になれた と感 じられ るまでに，.

2年 ほどかか りました。

それ自体が奇跡であり，.十分な報 いで した。

しかし祝福はそれだけではあ りませんで した。

この2年 間ほ ど，ふた りの間だけでな く，天

父に対 して も愛 と感謝の気持ちが高まったこ

とはありませんでした。私 たちは肉体的にも

霊的にも健全にな りました。しかも，「ふた り

一緒に」.そうなることができたのです
。そし

て，心の一致が生 まれたことが私たち夫婦 に

とって最大の祝福 でした。本当にありがたい

と思います。それだけではあ りません。 タバ

コをやめるには，その前にす っか り習慣にな

って しまっている茶やコー ヒー をまずやめな

ければな らない.と思いました。そ してそ②余

勢を駆ってデルコールに挑戦す ることが でき

たのです。

しかし，そのような欲望に打ち勝つこ とに

よって得た満足感にも増 して.うれ しかったの

は，ふたりの子供たちが共に私たちのために

祈 って くれたことでした。 また， ビルとアン

がタバコやアルコールや麻薬の道に入らずに

すんだのも， この ような私たちの問題 を知 り，

祈 っていたか らだ と思い ます。祈 りのお陰で

彼らも天父に近 い生活ができていたか らです。
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そんなわけで，子供 たちは彼 らの友達 と比べ

るとどこか違っていました。あまり違 うので，

信念や生活様式が同 じ友達 をどこで見付ける

のか と， こちらの方が心配するほ どでした。

子供 たちが大 きくなって くるにつれ，彼 ら

の将来の ことが気懸 りにな り，私は助けを求

めて しば しば主に祈 りました。そして， あれ

は1973年 の初め頃だったと思います。私 は，

3日 間にわたってかな りの長い時間，天父に

導 きを求め ました。何らかのしるしを願い求

めたのです。そして3日 目に，玄関のベ ルが

鳴 りふた りのモルモンの宣教師が，訪 れて き

ました。私が待 ってました とばか りに中に入

れたので，宣教師たちは驚いた様子でした。

これが，福音 を受け入れる第2の チャンス

で した。 しか もこのたびは，準備ができてい

ました。 こうして家族4人 は，1975年5月 の

美 しい 日にバプテスマ を受けました。

変化はバプテスマの後 も続 きました。末 日

聖徒 ならだれで も経験するような，天父に近

くなることによって もた らされる変化です。

あれから3年 たった今，私 たちはあらゆる機

会 をとらえて，教会をどんなに愛 しているか，

また召 しをどんなに大切 にしているか，そし

て互いに永遠の家族 としてどんなに愛 し合 っ

ているか を人々に喜んで伝 えられ るよっにな

ったのです。

ジ ャ ン ・ム スマ ン2児 の 母 親 ， 現 在 カ リ

フ ォルニ ア 州 パ シ フ カス テ ー キ部 バ ー リ ンゲ

ー ム ワー ド部扶 助 協 会 の 教養 教 師 の責 任 に あ

る



Q'

●

●

不貞の警戒信号

べ ：オン ・G・ ス ミス

ノ、 ロル ド・B・ リー大管長は，死去 される

す ぐ前の総：大会で教会の兄弟たちに，「純

潔の律法を守ろ うという決意を新 たに」す る

よう呼びかけた。 リー大管長は神殿結婚 をし

た人々か らの 「結び固めの取消 し願い」が増

加 していることを指摘し，「多くは殺人に次 ぐ

大罪，すなわち姦淫の罪に端 を発して」いる

と言明 している。(「大会報告」1973-75年 ，

p.122参 照)

神 殿結婚 をしていなが ら，姦淫に よって結

び固めの誓約 を破る入々には，胸を引き裂 く

ような苦悩 と離婚のほかに何が起こるだろう

か。

問題の原因は非常 に複雑，巧妙である。す

ぐに姦淫に陥るのではな く，まず思いか ら始

まる。姦淫への階段 は短 く，一段一段が上 り

やすい。 しか も，ひ とたび上 りかけ ると， 立

ち止まることが難 しい。

カウンセラーたちは，不 貞の 「警戒信号」，

すなわちすべての夫婦が気 を付け，近寄 らな
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いようにすべ き幾つかの しるしがあるこ とを

指摘 している。

ひとりの男性 を仮 にウ イラー ドと呼ぼ う。

彼は妻以外の女性たちに心が引かれる自分 を

心配してカウンセ リングにやって来た。彼 と

妻のウィルマは神殿で結婚 し，一見，幸福 な

結婚生活 を営んでい るようであった。しか し，

ウイラー ドはその生活に退屈 し始めていた。

胸の高鳴ることはな く，満たされない気持 ち

であった。交わす会話も何 とな くよそよそし

く，意味のないことばか りである。ウィルマ

ももう夫に関心 を失 っていたようであった。

彼が特に怖れたのは，一度会杜の女性に うわ

ついた気持ちを抱 き，軽 い気持ちでキスをし

たことがあったというこ とである。それが神

殿の誓約 をも危険にさらしかねないことを，

彼はだれ よりも感 じていた。

ウイラー ドは，現代の結婚 をむ しばむ3つ

の誤 った教 えの犠牲者である。 そのひとつは，

「神殿で結婚すれば， もうその結婚は大丈夫

だ」 という考えである。 しか し，実際はそう

でない。結婚は成長 し，変化 してゆ くふたり

の間の生 きた交わ りであ り，結婚生活 を密接

な意義あるもの とするためには，その交わり

の質をどう高めてゆ くかにいつ も関心 を払い

続けなければならない。神殿結婚が即， 日の

光栄の結婚，あるいは幸せな結婚を保証する

ものではないのである。

第2は ，「結婚生活が うまくゆかなければや

り直せばよい」 という考え方である。成功は

即座 に得 られるものではない。言りなれば，

結婚 はその過程であって，最終段階ではない

のである。 したがって， これ これの点では人

よ りも うま くや って いる，ただ それだけの

もので しか ない。多 くの人 は結婚 生 活のあ

らゆる面 で即座 の成功 を望み，あるいは期

待す る。その ため何か の点で 足 りない.とこ
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うが あれば，途端に落胆して，「結婚相手 を間

違えた」 と考 えるのである。このような態度

がえて して，配偶者以外の人に関心 を向けさ

せるのである。

第3は ，「伴侶 を愛 していれば，それ以外の

人を愛す るはずがない」 とい う考えである。

すべ ての既婚者の務めは，ただひ とり，配偶

者に誠実 で，貞節 を守ることである。配偶者

に抱 くの と同 じ愛情 を他の人に感 じた り，表

現 した りす るのはよくないこ とである。



職場や社会，教会の責任 など，様 々な場 で

男女が一緒になるが，他人に情が移るのはそ

のような時であろう。男性 も女性 も結婚の誓

約 をしっか り心 に留めて， 貞節を守ることを

決心 しなければならない。

不貞と同 じように貞節 もひとつの過程であ

る。貞節 とい う特質は，夫婦の間の誠実，忠

誠，献身の程度 ではか られる。一方，不貞は，

.誠実や忠誠の欠如か ら生 じる。他人 との正 し

くない関係 を招 く行，為は， いずれ も貞節をむ

しばむ ものである。

.結婚によって結ばれたふた りが霊的にも.物

理的にも一致す るためには，感情を言葉で表

現 し，互いに尊敬 し合い，思いや りを示し合

うこ とによって友情 と愛 と誠意 を絶 えず増 し

加えるように しなければならない。

貞節が不注意やつ まらないことでむ しば ま.

れ てゆ く例 を，ふたつご紹介 しよう。.

1.ミ ル ドレッドとマービンの結婚生活は大

した問題 もな く，安定 していた。 ミル ドレッ・

下 は毎 日，友人のヘ ンリーの車に同乗 して会

社に通っていた。ふ たりの会話はいつ も楽 し

かった。特に ミル ドレッドは，夫のマー ビン

が 口数少なく， 自分の考 えや感情 をめったに

.表 に出 さない ので，.ヘン リー と話すのを楽

しみに して.いた。そうす るうちに，ふたりは

遠回 り.をす る.ようにな り，やがて車 を止めて

話 し込むよう.になった。別 にふた りの聞.には

やましいことは何 もなかったが，それを知 っ

たマービンは ミル ドレッ ドを疑 うようになっ

た。そのために彼 らの心の痛手を癒すのに数

カ月もかかった。もし彼 らがほかの人をもう

ひ とり加えるか，.通勤方法 を変えるか してい

却ら，避け られた問題 である』. .

た とえ 「何事 もなか った」 とし.ても，この

ことには見過 ごしにできない重大な問題が潜

んでい.る。貞節か ら不 貞へ移ってい く時の巧

妙さは，昼か ら夜へ と闇が広がってい く時の

状態 に似 ている。 ミル ドレッドとヘン リーが

一緒に過 ごす時間を楽 しみにするようになっ

たこ とにより，両方の家庭生活が危機に頻 し

たのである。

2.ア ルビンはア リス との結婚後 も，独身の

友人たち と，ゴルフや狩猟や仕事の話に多く.

の時間を割いていた。ア リスは 自分か らがみ

がみ言 っのがいやで，不満 をじっと胸にしま

っていた。アル ビンが自分 の経験や喜びを語

る相手は，いつ もア リスではな く，友人たち

であった。

ここに最初の危険信号，すなわち意思の疎

通の欠如が見 られる。一方ア リスも，アルビ

ン と同 じようにほかの人に心が傾いてゆき，

近所の男性 と親 しくなって，間もな く，友情

か ら深刻な問題へ と発展 して しまった。

ア リスもアルビンもなか なか問題解決の糸

口をつかむことがで きなか った。ふた りは自

分たちの 目標 を再検討 し，梅 い改め，互いに

赦 し合 うことが必要 であった。ふた り共，心

の欲求 を満 たして くれ る相手を伴侶以外に求

め るとい う過ちを犯 し.たのである。だれ も欲

求 を満足させて くれることを伴侶 に期待す る

ことはで きないが情緒的に満たされていない

環擁 のもとで結婚生活 を続けてい くこともで

きないのである。

不義によって もたらされ る最 も顕著 なもの

に信 頼感 の喪 失が あ.る『。 また不在の理由が

はっき りしないことか ら起 こる疑惑や不安で

確信がないため にか えづて所有欲が強まり，

男性 あるいは女性 としての 自分に迷いが生 じ

て くる9さ らに誓約 を破 ったことの罪悪感や

情緒不安 のために.，仕事や子供たちとの交わ

り， 日常の責任 を果たすことができな くなっ

て くる。

特に親の不貞によって苦 しむのは子供であ
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る。どの子供 も両親の関係には敏感であ り，

親が心の中で感 じているこ とを隠そ うとして

もなかなか隠しおおせ るもめではない。10歳

を越える子供な らば，何かおか しい と感 じて

動揺す るか，責任 を感じた り，家庭の中に前

向きな心のつなが りがないために情緒的な問・

題を引き起こしだりす るこ とが あるか もしれ

ない。学齢前の子供でも，両親が愛 し合って

いないことを感 じて 自分 自身 と家庭 内での自

分の身の置 き所に戸惑 うであろ う。不貞は程

度はどうであれ子供 に必ず飛び火 し，子供 自

身や両親に対する考え方， ひいては愛情や結

婚 といった問題 にまで影響 を及ぼす。親の不

義は後年，必ず結婚 してか らの子供の生活に

影響 して くる。

大半の病気が そうであるように，不 貞も治

療よりも予防の方が容易である。最良の予 防

法は良い結婚生活を築 きあげる努力 をす るこ

とである。そういう意味で，結婚 を永遠の も

のにするという固い決意の下に行なわれる神

殿結婚ほ ど堅固な土 台はない。そこには伴侶

だけではな く，神が定め られた結婚 という制

度そのものに対する強い決心がある。 しか も

その決心は伴侶に対する と同 じように天父に

対 して も貞節であることを必要 とす るもので

ある。

相互信頼は，結婚 に必須の ものである。伴

侶 を「愛 してこれ と結び合」い，「その他の者

に愛着」 しないことが堅実 な結婚生活を営む

鍵 となる。(教 義 と聖約42：22参 照)

貞節を育む別 の要素 として，正直 なコミュ

ニケーシ ョンがある。自分 たち夫婦に関す る

事柄 を何でも進 んで話 し合 うとい う態度であ

る。自分の考えやその日経験 したことを話 し

合 うと親密さが増 し， 自然に誠実な行動が取

れるようになる。不満や倦怠感やいらいらし

た気持 ちは，注意しなければならない危険信
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号 である。

次の4つ の質問は，あなたの結婚生活の貞

節度 を調べ る上で参考になるこ とだろう。質

問の うちひとつで も 「いいえ」の答えがある

入は， 自分の結婚生活を反省し，伴侶 と共に

改善の方法 を話 し合 う必要 がある。

1.あ なたがた夫婦は夫婦のどちらか一方あ

るいは双方にとって大切 な経験 をすべて話

し合 うことが できますか。

2.伴 侶に心の思いや感情 を正直に打ち明け

ていますか。時には 「寂 しい」 とか自己の

否定的な感情 も気楽に言 うことができます

か。

3.何 かで意見の食い違 いが生 じて も平静 で

い られますか。互 いに攻撃し，非難 し合 う

ことな く関心や価値観の相違について話 し

合 うことができますか。

4.互 いに信頼 し，尊敬 し合 っていますか。

物事 を決定する時は互いの意見を求めます

か。た とえ良 くないこ とで も，伴侶は本当

のことをあなたに話 して くれていると，あ

なたは信 じていますか。
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さらに次の5問 は，あなたの結婚生活が円

滑に営まれているか どうかの目安 になるであ

ろう。 もし思いあたる点があれば， その問題

につ いて伴侶 とよく話 し合い，必要に応 じて

監督かカウンセラーに相談する とよい。

1.あ なたは結婚生活に退屈 し始め ていませ

んか。時々伴侶 と一緒にいるのがいやにな

ることはありませ んか。

2.結 婚生活や子供 たちのこと，あるいは夫

婦間の大切 な問題で衝 突することがあ りま

せ んか。伴侶 に対す る不平や批判 を他人に

もらす ことがあ りませんか。

3.伴 侶に対 して否定的な感情 を抱 き，誤解

や無視， あるいは認め られていない という

気持 ちを抱 くことはあ りませ んか。

4..伴 侶 以外の異性 としば しば一対一 でいる

ことはあ りませんか。

5.伴 侶以外のだれかに強い愛情 を意識 した

ことはありませんか。

伴侶に対 して否定的な気持 ちを抱 き，他の

だれかに対 して ロマ ンチックな感情 を抱 くこ

とは貞節が崩れ始めている重大な前兆である。

す ぐに処置 を講 じる必要がある。

貞節 を守 り抜 くための第一歩は， まず現実

の結婚生活について伴侶 と率直に話 し合 うこ

とである。結婚生活 を良 くしたい ということ

を率直に真心か ら話 して，いやな気持ちがす

る人はいないであろう。そうす る時 に，夫婦

が互いに意思の疎通 をもっとよ く図るように

しようとか，一緒にいる時間をもっ と多 くし

ようといった方法 を検討 し合 う道 も開けるか

らである。

もしこのような努力 を払 っても何 らの打開

策が得 られなければ，監督に相談す るとよい。

監督は何が悪いのか， どうすれば解決で きる

かを知 る助け を与えて くれるはずである。

天父は，私たちがこの地上での結婚生活を

通 して進歩す るように望んでおられ る。来世

に行けば弱点は 自然に直ってゆ くものだと思

って，努力を後回しにす ることは正 しいこと

ではない。来世には また新 しい計画 と目標が

あるであろうし，この世で不満 足な結婚生活

に甘ん じるこ としかできなかった人に，来世

のための霊的な備 えができているとは思われ

ないか らである。

今 日の人々に，主は次のように戒めを与え

られた。「汝……姦淫を犯すなかれ。また，人

を殺すなかれ。また何事にてもこれに類す る

ことを為す ことなかれ。」(教 義 と聖約59：6)

不 貞 と貞節は互 いに相容れないものである。

貞節，誠実，信頼， そして分かち合いの気持

ちが高 まれば， それだけ不貞の入 り込む余地

はな くな る。貞節 を保つ上で最 も大切なのは，

本人の決意である。つ まり自分の伴侶に， あ

るいは制度 としてまた個 人的な関係 としての

結婚生活に， さらに福音の理想や標準， また

共に力強 く永遠に進歩するという考 えに どれ

だけ 自分 をかけることができるかである。

「何事 もよ く観察 し，心にかけ，努力する

こ とが必要である。結婚 も例外ではない。結

婚生活は無関心でいた り， ぞんざいに考えた

り，放 っておいた りしてひ とりでに改善 され

る ものではない。無関心であれば，現状維持

どころか，崩壊 を招 くしかない。何事にも注

意 と世話 と関心 とが必要であ り，特 に人生の

あ らゆる関係 の中で最 も影響 を受けやす い結

婚 という関係 にお いて はなお さらである。」

(リチャー ド・L・ エバ ンズ，Rゴ読α㎡・五 ・

E槻 η∫Q%o'6Boo々 「リチャー ド・L・ エバン

ズ引用集」p.16)

(ベ オ ン ・G・ ス ミス兄 弟 は， ユ タ大学 社 会

事 業 学 科 教 授 で あ り， 結 婚 問題 ， 家 族 問題 相

談 室長 を務 め 七 い る)『
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デ ビッ ド ・カ ール ・ダ ニエ ルソ ン

私 は姓 の一年一年を思っ臨 その年の出
来事が印象深 く思い出される。結婚 した

年，父が亡 くなった年，牛舎 を新築 した年。そ

して，1977年 は私に とって奇跡の年 であった。

私はユ タ州 カッシュ盆地 で農業 を営んでお

り，生活は天候によって大 きく左右される。

特に，1977年 は ひどいかんばつであった。そ

れは1976年 の秋に例年降るはずの雪が降 らな

いことから始 まっ≧。山あいの地で雪のない

秋はそうあるものではない。私たちはこの際

だと思 って畑を耕 し，平 らにな らし，石 を拾

い，棚 を修理 した。

しか し1月 の終わ りになって も一向に雪は

降らず，山は地肌をむ き出 しに したまま灰色

を呈 していた。それでいて寒さはことのほか

厳 しく，一度ほんの少 し降った雪がいつ まで

も地面に薄 く残 っていた。容易ならぬ事態が

起こっているこ とはだれの 目に も明らかであ

った。

同月， ローガン地区のステーキ部長たちが

地区代表のM・A・ クジャール兄弟 と会合 を

持 ち，特別に断食す ることを決定 した。1月

23日 の 日曜 日，ユタ州ハ イラムステーキ・部の

教会員が新 しい建物に初めて集 まり， クジャ

ール兄弟か ら断食をす ることについて説明 を

受け，ステーキ部長のガース ・リー兄弟が，

1月26日 の午後6時 か ら断食を始め，翌27日

に祈 り会を行な う旨を発表 した。

それが奇跡の始 まりであった。私 たちは喜

んで断食に加わった。ステーキ部の5割 以上

の人々が老 人か ら10代 の若者 まで家族全員 で

祈 り会に出席 した。讃美歌 を歌 い， リーステ

ー キ部長が全員 を代表 して時が来たならば必

要な水 を送って下 さるように主に祈 り求め た。

非常に霊的な集会であった。私 は主が祈 りを

聞き届 けて下 さると確信 した。

しかしその夜は雨 も雪 も降 らず，翌週 もそ

の気配はなか った。2月 に入ると少 し暖か く
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なって， わずかに残 っていた，雪 も解けて し

まっ.た。私は早速耕 した土 を掘 ってみたが，

中はカチカチに固 まったままであった。「まだ

その時ではない」 というのが，主の答えであ

った。 しか し，私たちの忍耐 は限界に達 して

お り，主のみ旨を理解す るこ とは難 しい と思

うこ とが時折 あった。

2月 の半ば，知事はユ タ州 を特別災害地域

に指定 した。経済全体が狂ってしまい， 多く

の冬季観光施設が営業を中止 し，営業 した所

も細々 と続けた。 また， タイヤ店はスノータ

イヤの大売出 し続 きであった。市当局は節水

牽呼び掛けた。懐疑論者は主に頼る人々をあ

ざけ り始め，新聞には，天候 を支配するのは

神ではな く自然だ ということが まだ分か らな

いのか という投書 を寄せ た人 もいた。

この ような懐疑論者たちの非難をよそに，

祈 りと断食はずっ と続けられていた。私は何

度 もこの約束を思い出 した。「もしあなたがた

がわたしの定めに歩み， わたしの戒めを守っ

て， これを行 うな らば，わたしはその季節季

節に，雨 をあなたが たに与 えるであろう。」

(レ ビ26：3-4)

3月 に なって，私たちの信仰は報われた。

待望の雪が何度か降 ったのである。それで も

3月 としては 「普通」の積雪で しかなか った。

3月 の最後の週は空 も晴れ，暖かか った。地

面はす ぐに乾いたので，私たちは畑 を耕 し，

良い苗床 を造 るこ とができた。そして3月21，

22日 の両 日に18.5ヘ クタールの大麦畑に種 ま

きをし，1週 間後には福祉農場の植 え付け も

終えた。

しか し，再び試練が訪れた。4月 にな り，

そ して4月 も終わるというのにほとんど雨ら

しい雨 も降 らない。 ところが，ステーキ部の

四半期大会で，リーステーキ部長は こう約束

した。「作物 を植 えなさい。主は私たちの祈 り

を聞いて下さいました。」

この時すでに，主要水源地であるポーキュ

パインダムの貯水量は半分に減少 してお り
，

山か らの流水はまった くない状態であった。

3月 の雨量はわずか15セ ンチか20セ ンチほど

で，専 門家は，畑作物は全滅で，灌概設備の

整 っている所で も5割 以上の減収 と予測 して

いた。地元の灌概委員会では夏の灌水制限計

画 を立てた。それでも私たちは個人的にも公

の集会でも祈 りを続けた。

5月5日 ，ついに私たちの祈 りはかなえら

れ た。そして，だれ もが， それは主のこたえ

であることを確信 した。 まるで主が私たちの

信仰を試 し終 えて，信仰 を受け入れて下 さっ

たかのように，来 る日も来る日も雨が青々と

した作物に降 り注いだのであ る。そして5月

は盆地始 まって以来の記録的な雨 となり，干

し草は今 までで最高の収穫 を得た。

公式には， この年はかんばつの年 と言われ，

統計上 もその通 りであった。 しか し雨は古代

イスラエルに降ったマナのように，少 しも余

さずその時に必要なだけ降 り注いだ。アルフ

ァルファ(牧 草)が 育 って くるにつれて，水

が足 りるだろうか と心配 したが，収穫iしてみ

るとどれ も平年並みか，それ以上であった。

奇跡の時期が終わ りに近づいて くるにつれ，

納屋は穀物 で一杯になった。ステー キ部の福

祉農場 も始 まって以来の豊作 を記録 し，我が

家の畑 も大豊作で，納屋や穀倉は一杯にな り，

心は，はちきれんばか りの喜びで満たされた。

ステーキ部長 は9月22日 に，ステーキ部の

全教会員 を集め，主の恵みに感謝の言葉 を述

べた。そ こには前 と同じようにステーキ部の

全会 員の半数ほどの人が集 まって，感謝の祈

りを捧げた。そして私は，心に安 らかな気持ち

をもって家路についた。この試練は私の信仰

と証 を強めて くれた。私は二度 と奇跡を疑 う.

こ とはないと思 う。「およそ人何事にも神.を怒

らせず または何事に も神 の怒 り燃ゆることな

し， たfす べての事 の中に神の御手のあるこ.

とを告 白せず，その誠命に従わざる者に神の怒

りあ り.b.」(教義 と聖約59：21)私 は はじめてこ

の聖 句の深 い意味が分かった ような気が した。

ふ と我に返 ると，雨がフロン トグラスを打

っていた。
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あ の真紅に輝 くカ リフォルニア州カタリナ
島の 日没を描 き得 た画家はまだいない、

冬になると， この辺 りの海岸線は岸に押 し寄

せ る荒波のうなり声に震 え， 白い波頭 は躍 り

なが ら荒れ狂 う冬の海原に散 ってゆ く。

しか し穏やかな天気の 日の海は一一変 して空

の色 と相和 し，青紫や青緑，エ メラル ド色に

輝 く。名 も知 らぬ鳥が逆風に乗って空を漂 う。

ペ リカンは餌を求めて泡立つ波の中に飛び込

み，灰色の鯨は尾 をうち振 り，潮を吹 き上げ

る。イルカは まるで子供 たちが 鬼ごっこをし

ているように泳ぎ回 り，あしかは風に向って

叫ぶD

活気に満ちた光景で， 日によ りその様が異

なる、このような光景 をこよな く愛 した人に

デビッ ド・0・ マ ッケイ大管長夫妻がいる。

大管長夫妻は機会 あるごとに南カリフォルニ

アのこの地 を訪れ， しば しの休息 を満喫 して

いた。ふた りは手 を取 り合い，何時間 も，移

り変わってゆ く眼下のパノラマに見人ってい

た。

ある時，私は大管長夫妻 を訪問す る機会に

恵まれた。その 日の出来事 を，私はつい先 日

のことの ように今で もはっきり覚えている。

私 たちが海を見ていると，大 きなあしかが一

頭，浅瀬で もがいていた。わ き腹は呼吸す る

たびに大 きく波打 ち，ついに力尽 きて ぐった

りとなって しまった。

マ ッケイ大管長はその光景 を見て，私に言

われた。あのあ しかは自分の連れあいと仲間

を敵の襲撃から守 るために壮烈な闘いをし，

見事に撃退 した後，傷 をいやすか，あるいは

安 らかに死ぬための場所 を捜 してここまで来

た， と。

私はそれ を聞いて驚いた。マ ッケイ大管長

は どっしてその ことを知 ったのだろっか。言

懸

大管長の優 しさ'

フ エ レ ン ・L・

ク リス テ ンセ ン

、嶽 ・.

難

懸



♪

葉には確信が感 じられ，説明 もは っきりして

いた。

誘 われるままに，私たちは海辺に出かけた。

す るとマ ッケイ大管長が話 された通 り， あし

かの背中 とわ き腹の傷 口か ら闘いの後 を物語

るかの よ うに 多量 の血が 流れ出ていた。苦

しげにや っと息 をす る以外はまばたきひ とつ

せず，ただ じっと横 たわっているだけだった。

私はあしかが動か ないのに しびれ を切 らし，.

石 を投げれば水中に帰って行 くだろうと思っ

て石 を拾 った。そして腕 を振 りかぶ った時，

マッケイ大管長が らその腕を押さえられた。

大管長は何 も口に出 して言わなか ったが，手

の感触か ら，神 の創造物に対 して優 しくしな

ければな らない とい う強い勧告が感 じ取 られ

た。

私 たちは海岸 に下 りて行 き，つ るつ るした

体のあしかに手 を貸 してや った。あ しかの苦

痛 を少 しでも和 らげるように優 しい言葉 をか

けていたマ ッケイ大管長 の姿を，私は今 でも

忘れるこ とができない。

マ ッケイ大管長はあしか を少 しも怖が らな

か ったし，あ しか もマ ッケ イ大管長 を友達

だ と思っていたようであった。そして，出血

も止 まり，十分に休息 したあしかは身を滑ら

すように水の中に入 り，仲 間の所へ帰 って行

った。

マ ッケイ大管長の優 しさ，美を愛す る心，

そしてあらゆる生 き物に対 して抱いている慈

愛の気持ちを思 い出すたびに，次の聖句が私

の心に浮かんで くる。「われ神，大いなる鯨 と

水の豊に生ずる動 くすべての生物 とをその種

類に従いて創 り， また翼のあるすべての鳥 を

その種類に従いて創 りた り。而 して，われ神

その創 りたりしすべての物善 しと観た り。」(モ

ーセ2：21)

あの 日，宝石のように輝 く自然の中で，私

は神の予言者か らひとつ教訓を学んだのであ

る。全地 を治める人間は，親切 と愛によって

治めなければな らない， と。(モ ーセ2：26参 ・

照)

質 疑 応 答
本誌の回答 は問題解 決 の一助 として与え ら

れた もの であ り，教 会の教義 を公式 に宣言す

るもので はあ りません。

動物 は永遠 の計 画の どこに

位 置す るの で しょ うか 。

カ リフ ォ ルニ ア 州 バ ー ク レー，

イ ンス テ ィテ ユー ト指 導主 事

ジ エ ラ ル ド ・E・ ジ ョ ー ン ズ

「自然は私 たちの心を神に向け させ
，私た

ちに神の存在 を教えて くれる。私たちは神の

すべ ての創造物に対 して心か らの愛 と賞賛の

気持 ちを抱 く必要がある。」デゼ レト日曜学校

協会 中央管理会長.会のジョセブ ・F・ ス ミス

大管長 と十二使徒評議員会会員のデビッド・

0・ マ ッケイ長老， ステ ィーブン ・L・ リチ

ャー ズ長老の3人 は，1918年4月 号の 『ジュ

ービニル ・インス トラクター』の論説でこう

述べています。彼 らは 「自然を愛す る心は神

を愛する心に近 い」 として，教会員に 「人類

の利益ばか りにとらわれずあらゆる生 き物に

思いや りを示すならば，人はもっ と容易に神

について知ることができる」(p.183)と 述 べ

ています。多 くの家庭 で動物 を飼 うことの大.

切 さが認識され， その結果子供 たちの中に愛

と分かち合 いの心が芽生えてきています。 ま

た，動物の世話 をさせ ることによって子供た

ちに責任感を植 え付けることもできます。

動物がその忠誠心か.ら飼 い主の家族を助け
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るということがあ りますが，私たちはその話

を聞 くと感動せずにはおられませ ん。つ い最.

近 も，勇敢な犬が炎上す る自動車 に窓ガラス

を破って飛び込み少女 を助け出したとい.う話

がありました。

福音の計画の中で動物が どのような位置に

あるか ということについて多くの質問が寄せ

られています。その中かち幾つかの間題 を拾

ってみたい と思います。

(動物は霊 を持 っていますか。復活 しますか。)

はい，その通 りです。予言者 ジョセブ ・ス

ミスは動物の永遠の状態について啓示を受け

ました。その質問に対する答えが教義 と聖約

第77章 に記されています。 また， ジョセブ ・

スミスはある説教で動物の復活について語っ

ています。 しかし， その時.もそれ以上のこと

は述べ ていません。(」田b'oη(ゾ 魏θC伽 名漉 「教

会歴史」5：343参 照)

(動物 はどの光栄の階級に行 くので しょうが。)

聖典 には 日の光栄 の王国にいる動物につい

て記されているだけで， ほかの王国に行 くか

どうかは憶測の域 を出ません。しかし， ジョ

セブ ・フィールデ ィング ・ス ミス長老は，動

物 が三種 の光栄 の王国 に分 け られることは

「大いにあり.得る」と語 っています。動ψ70惚

吻6初Eη 「インプル ーブメント・エラ」1958

年1月 号，pp.16-17)私 の知 る限 り，この問

題について語った予言者はほかにいません。

(動物 も律法の徒順 さによって裁かれ，復活

するので しょうか。)

ジ ョセブ ・フィーゴレディング ・ス ミス長老

によれば，動物には良心があ りません。罪を

犯すことも，悔 い改め ることもできないので

す。なぜなら，善悪の知識がないか らです。.

(躍伽 」猛蓉0万g勿 αη41)θs'初y「人，その起

源 と行 く末」pp.204-205)

(動物 は来世で飼 い主 と生活 できるので しょ

うか。)

このことについては何 も啓示 されていませ

ん。当然のことなが ら，牧場主や農場主はこ

の世で所有 したすべての家畜 と生活 したい と
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は思わないでしょう。しかし心の結びつ きは

その まま継続 され，動物が復活 して もとの飼

い主の もとへ行 くというこ とはあ り得 ます。

オル ソン ・F・ ホイッ トニー長老は， ジョセ

ブ ・ス ミスが愛馬 と永遠に住む 日を待 ち望ん

だ と記 しています。(∫窺ρ70%窺 θ勉E㍑ 「イン

プルーブメント・エラ」1927年8月 号，p.855)

(人間 と動物は実際 にどのよう.な関係にある

ので し.ようか。)

人間は神の子供 であ り，動物は八間のため

に存在 しています。 しか し，そ うだか らとい

って，動物に対す る責任をなおざ りに してよ

い とい っことではありません。あらゆる時代

の予言者が，動物に も公正 と慈悲 をもってそ

の扱いに責任 を持つ ように述べ ています。ア

ルマは家畜の群れにつ いて祈 るように勧めて

います。(ア ル マ34：20，25参 照)教 会歴史

は，動物に油 を注いで癒 しの儀式 を施 した例

が数 多く記されています。中で も有名な話は，

メア リー ・フィールディング ・ス ミスの牛が

癒 されて，将来の大管長ジ ョセブ ・F・ ス ミ

スを交えた開拓者の家族 を無事 にユタまで運

んだ という話で しょう。(プ レス トン・ニブレ

ー
，P%召S認θ短sq〃 加C肱 κぬ「歴代大管長」

p.234参 照)

多 くの予言者が，人はこの世 で動物 を正 し

く扱わなければならない としばしば教えてい

ますが，永遠における動物の状態については

ほとんど語 っていません。それよりも人が福

音に従 い，天父のみ もとに帰れるようにふさ

わしく生活す ることの大切 さの方が強調され

ています。そうすれば，おのず とその ような

疑問 も明 らかになるか らです。冒頭 で紹介し

た論説か ら再び引用 して終わ りたい と思いま

す。「創造主 をあがめる人は，主が創造 された

ものを不用意に取 り扱 うことはしない もので

ある。生 き物 を愛することは， 人によりよい

生命への道 を開き，神 の恵みを必要 としている

人々の霊性を高め てくれ る。」(ル%η 池 加 一

5"z60'07「一ジュービニル ・インストラクター」1918

年4月 号，p.182)
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奇跡の朝

あ さ ひ き あいだ こ

か らです。朝 日が木の間か らさ し込む
ね ん そうしゅん あさ さい しょうねん

1820年 の早春 の朝,14歳 の少年 ジ ョセ
もり なか

フ･ス ミス は,ひ と り森 の 中 でひ ざ ま

かみ いの

ずいて,神 に祈 りました。
いの はじ くら

祈 り始め る とす ぐに,ジ ョセ ブは暗
おもくる と か こ いきぐる

い,重 苦 しい ものに取 り囲 まれ,息 苦
お そ ぜん しん 　 は し

しくな りました。恐 れが全 身 を走 りま
ひ っ し いの

した。 そこで ジョセブは必死 に祈 りま
な に ちか ら と

した。けれ ども,何 かの力に捕 らえ ら
はな

れ,話 す こともで きな くなって しまい
とき

ま した。 そ の 時,ジ ョセ ブ は この まま

し お も

死 んでしまうのではないか と思 い まし

た。
ちから ふ

それ で もジ ョセブは力 を振 りしぼっ
てき ちか ら のが いの

て,敵 の力か ら逃 れ ようとして祈 りま
てん ぶ たす もと

した。天父に助け を求めたのです 。
とつぜん あか

す る と突然,あ た りが明 る くな り,
てき ちか ら と はな

敵 の力か ら解 き放たれ ました。そ して
ま うえ たいよう かがや あか ひか り

真上に,太 陽 よ りも輝 く,明 るい光 を
み ひか り は しら てん

見たので した。 その光の柱は,天 か ら
すご は じ

少 しずつお りて きました。初め,ジ ョ
き えだ も おも

セ ブは木の枝が燃 えているの では と思
ひかり ず

ったほ どで した。 それか ら,一 光 が頭

じょう とき..こ と ば

上 に とどまった時,ジ ョセブは言葉 で
い よろこ かん

は 言いつ くせ ない喜 び を感 じたので し
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た 。

ひか り はしら なか お かた

その光の柱 の中に,ふ た りの御 方参
た 　ぼ

立ってお られ ま した。
な よ

そして,ひ と りが ジ ョセ ブの名 を呼
お かた'い

ん で,も うひ と りの御方 をさ して,言
あい し かれ

われ ました。｢こ はわが愛子なり,彼 に
き

聞 け 。｣

お ふたか た てん ぷ

その御二方 は,ほ か な らぬ天父 とイ
てん

手 ス･キ リス トで した。 ジ ョセ ブは 天
ぷ も

父 とイエ ス･キ リス トの持 って お られ

かがや ちか ら あつとう けいけん き も

る輝 き と力に圧倒 され,敬 慶 な気持 ち
なに い

にな り,何 も言 えまぜ んで した。
おどろ てん ぷ わた し

また驚 いたこ とに,天 父は私 たち と
おな すがた

同 じ姿 を して い らっ しゃ い ま した 。 こ

ぽ く し お し でん き じ

れまで牧師たちが教えていた電気や磁
き お か た

気の ような御方 ではあ りません。私た
おな はなし

ち と同 じよ うに話 もな さいます。 この
か み あ ら

よ うに神 は ジョセブに現 われ,ジ ョセ
いの くだ

フの祈 りに こた えて下 さいま した。 ジ
とき かみ ちじよう

ヨセブは その時,ま さに神 はこの地上
ひ とびと あい

のすべての 人々 を愛 してお られるこ と
か くしん

を確信 したのです。
かみ し

それか らジ ョセ ブは,神 にたずね ま
きょうは きょうかい なか

した。｢す べ ての教派(教 会)の 中で ど
ただ きょうかい はい

れが正 しいですか。 また どの教会 に入
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メア リー･ブ イー ル デ ィ

ン グ.･ス ミス と子 ど もた

ち は,ほ か の 人 び と とい

っ し ょに,ソ ル トレー ク

に 行 くこ と に な りま した 。

た い ち ょ うは メ ア リー に い い ま し た。

じゃまになるから,

ひきかえすんだね
吻
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きん じよ なか

近 所?こ どもたちの中㌦ 卸等協会
に行 っていないのは,私 だけで し
とう まつ じつせい と か っ

た。お父さんは末 日聖徒 で したが,活
ぱっ かあ

発ではあ りませ んで した。お母 さんは
きようかい い

ちが う教会 に行 っていま した。
わた し なか はい

5さ いの こち,私 はみん なの 中に入
かな

って いけな くて悲 しいお もいを した こ
しよとうきようかい

とが あ ります 。お友 だちは初等協 会に
かあ

さそって くれたのですが,お 母 さんが

ゆるして くれ ませ んで した。
かあ

でも,と っとっお母 さんか らゆ るし
まい しゅう しょ

が でたのです。それか らは,毎 週,初
とうきょうかい しゆっせ き いえ かえ

等協会に出席 しました。そ して家 に帰
しょとうきょうかい なら

る と,初 等協会 で習ったこ とをいつ も
はな かあ たの

話 しました。お母 さん もそれ を楽 しみ

26'

キ ム･ロ ダ ー

しょとうきようかい

に していた ようです。
わた し とも の

私 のお友 だちにロー ラ とい う子 がい
かあ わた し

ま した 。 ロー ラ の お母 さん は,私 の お
かあ ロ しんせつ

母 さんにいつ も親切 に して くだ さって
はな し

いました。そ してよ くモルモ ンの話 を
かあ きょうかい か んしん

してい ました。お母 さん も教会 に関心
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あ る 日私が遅れて職場 に行 くと・ 同僚 のテ
レビ修理工 は皆 出払った後 でした。15分

ほどして電話が鳴 り，私は近 くのアパー トま

でテレビの修理 に行 くことにな りました。目

差す家はす ぐに見付か りました。18歳 くらい

の クリスチー ヌとい う名の女性が応待に出て，

私をテレビのある部屋に通 して くれ ました。

話をしながら修理 をしていると，「何か飲み物

で も」 と彼女が勧めて くれたので，紅茶 を一

杯 とお願 いすると，「あいにく私は紅茶を飲み

ませんので」 とい う返事で した。私がその理

由を尋ねると，彼女は逆に私に，「『モルモン』

につ いて御存 じですか。知 りたい と思いませ

んか」 と尋ねて きました。それから彼女は，

ジョセブ ・ス ミスの話や彼女の行 っている教

会について話 して くれました。.私は彼女の話

に興・味 を覚えました。彼女は，末 日聖徒 イエ

ス ・キ リス ト教会が真実の教会であるこ とを.

証 しました。彼女のよう.に強烈に私の心 を捕

え， しか も時間 を割いて私に関心 を示 して く

れた人は，それ までひ とりとしていませんで

した。彼女はまた， 日曜 日に教会の集会に出

席す るよ うに誘って くれ ました。テレビの修

理はほんの2，3分 で済みましたが，彼女 と

は6時 間近 くも話 し込んで しまいました。私

に とっては驚 くべ きことで した。その日から，

テレビの修理 よ りもはるかに貴重な 「人生の

修理」が始 まったのです。

私が初めて教会に行った日曜 日はちょうど

断食証会が開かれ，私は教会員の方々か ら心

の込 もった温かな歓迎 を受けました。その日

は私 にとって忘れ得ぬ 日とな りました。 クリ

スチー ヌはさらに，私 を宣教師に紹介して く

れ ました。このようにして，イギリスのボル

トンに住むひとりの優 しい女性の勇気ある行

動 と証が きっかけで，私は2週 間後にバプテ

スマ を受けることができたのです。
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「深 呼吸 をしてご覧 なさい・傲 会への途 中・

母親か らこう言われていた。そこで彼.

は深呼吸をした。 もう一度彼は息を深 く吸いr

込 み， それから吐 き出そうとした。
おくびよう

「どうしてこんなに臆病 なんだろう。そん

なことない。そんなはずが あるものか。落ち

着かなくちゃ。」彼はせ わしくモルモン経 をい

じっていたが，その聖典の中か ら紙切 れを取

り出した。そして折 り目が破れないようにそ

れをそっと広げた。

「兄弟姉 妹 の皆 さん，ここでお話 で きる

ことを心か ら感謝 しています。」あ りきた りの

出だしである。彼はその紙 をたたむと， ポケ

ッ トに押 し込んだ。しか しす ぐにそれ を取 り

出す と， またモルモン経にはさんだ。

それから，ハ ンカチ を取 り出して手 をふい

た。どうして も震えが止まらない。 とにか く

・ ノ

＼

し

徽 ，㈲3

i℃

.

セ

oも

事

謬
黒

グ

諺

体の震えを止めなければな らない。そうしな

いと声 まで震えて しまう。

「兄弟姉妹 の皆 さん， きょうこうして皆

さんの前に立ってお話できることを感謝 して

います。この機会が与 えられたことを感謝 し

て います。監督 である父か ら話 をするように.

言 われ，……」 そっじゃない。 どっして もっ

と上手 に話せないのだろう。

以前に話 をしたのは，今から3年 前だった。

まる3年 間，人前で話 したことがない。 とに

か く.何か と理由 をつけてほこの責任から逃れ

続けてきた。しか しあの時の記憶 も時 ととも

に薄れてきたし，今度ばか りは人々の前に立

って話が したいと思った。そして引き受けた。

けれ ども;い ざ引き受 けてみる と，あの苦々

しい記憶が よみがえって くる。あの時はあが

ってしまって何 も言 えなかった。今 でもその

時の話をよく覚 えている。あの時，みんなの

顔を見た途端 に，覚 えていたはずの話 をすっ

か り忘れてしまった。一瞬，頭が空っぽにな

った。彼は考えた。「けれどもあの時は，原稿

を用意 していなかった。あれがいけなかった

んだ。頭のいい ところを見せ ようと思 って話

の原稿 を用意、しなかった。だってお父さんは

原稿 なんか使ったことない。でもきょうは原

稿があるか ら心配ない。」何 も心配いらないは

ずなのに，どうして不安 でたまらないのだろう。

父親は発表事項 を伝 え， ジャックから少 し

離れた席に着 くと，せ き払 いをした。ジャッ

クは 自分 とよ く似た父の横顔を見詰めてつぶ

や いた。「で も似ているのは顔だけなんだ。お

父さんの話は とても力強い。」父の話はいつ も

経験談が 多く，内容が豊かだった。「それに比

べ ると 「僕の話は大 したことはない。みんな居

眠 りするだろ うなあ。でも，それならそれで

いいんだ。」

父はジャックの視線を感 じたのか，彼の方

を向.くとにっこ り笑 ってうなずいた。ジャッ

クも笑い返 し，唾 を飲み込んで原稿 を取 り出

した。「お父さんみたいだったら，こんな思い

をしな くてもすむのに.……。」そう考えながら，
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こぶ しをしっかりと握 りしめた。「で も別にお

父さんのように話す必要なんてないんだ。迫

力がなくたっていい。とにか くカー杯話せ ば

いいんだ。」

ジャックは頭 を垂れて，額の汗 をぬ ぐった。

.めがねが汗のために くもつていた。その時，

ジャックの心にふとある考 えが浮んできて，

彼はろうばいした。彼はつ ま先 を靴の底に押

し付けた。「今僕が泣き出したらどうだろう。.

もしここで取 り乱 して泣いたら， どうなるだ

ろう。思いきって泣けばいいじゃないか。い

や，そんなことはできない。断 じて してはな

らない。兄弟姉妹の皆さん，きょう……。」話

し終えるまでに8分 半かかる。8分 半の間な'

ら耐えられ るだろ う。「途中，一度や二度，声

が上ずることがあるかもしれない。 しか し泣

いたりは しない。」少なくともそう願 っていた。

カールソン姉妹の指揮で聖餐の讃美歌が始

まった。ジャックは慌 てて讃美歌集 を開いて

ペー ジをめ くった。けれども， うっか りして

いて讃美歌の番号 を聞き逃 がしたため， どこ

のページか分か らない。索引を調べ，歌 ってr

いる讃美歌のページを開いた時には， もう終

わ りに近か った。どうも声がいつ もと違 う。

言葉ははっきりしない し，声量 もない。それ

に，かすれ声で上ず っている。「声が出ない。

どうして話せばいいだろう。」 ジャックは「度

せき払いをして歌ってみた。す ると幾分声が .

出 るようにな り，ほっとした。

「知恵の言葉に従 うことは大切 です。……」

話の言葉が頭の中を駆け巡った。それ も話の

筋に関係な く，頭の中は混乱していた。彼は

讃美歌 を少 し歌 ってか ら，大き く息 を吸 った。

聖餐式が終わると，父はプログラムに目を

通し;彼 にほほえみかけて説教 台の方へ歩い

て行った。「いよいよ僕の番だ。」 ジャヅクは

とっさにそう.思った。「お父さんはこれか ら話

し手 を紹介 して，僕が最初に話 をす る。あ と

8分 半ほ ど辛抱すればそれで済む。」父親の低

く，張 りのある声が礼拝堂中に響 き渡った。

父は力強 く，迫力のある話 し手だ。会員たち

32

は皆 じっと父 を見ていた。 ジャックも，人々

のそのような視線を浴びながら立たなければ

ならない。何 とな く息苦 しく胸 をしめつけ ら

れるように感 じた.。心臓発作か もしれない。

「みんなの前に立つ ことはできない。僕に

はで きない。た とえ立ち上がった としても，

その まま立っていられ るか どうか6気 分が悪'

くな りそうだ。話せ ないってお父さんに言お

う。いや， だめだ。や っぱ り話 さな くちゃ。

どうして も話 をしなければ。」ジャックの頭の .

中は混乱 していた。先程までの自信はどこへ

行 ってしまったのだろう。..けさ1鏡 の前で一

言も間違わずに話の練習が でき左ではないか。

身振 り，手振 りまで入れて，素晴らしい話が

できたのに。

「兄弟姉妹の皆 さん
，今晩都合があって1

エ ミリー兄弟姉妹にお願いしていた話をうか

がえな くな りました。お話 をお願いしたこと

で，エ ミリー姉妹の仕事が増えたか らではな

いで しょうが， ともあれ，小さな霊がその家

族に来た くてたまらなかったよ うです。今，

エ ミリー姉妹が病院に入ったという知 らせ を

受け ました。」みんながどっ.と笑った。しか し，

ジヤックには笑っている余裕などなかった。

それから父親はジャッ.クの方 を振 り向いて，

彼に笑いかけた。「そういうわけで，きょうは

息子のジャックに話 したいだけ話 してもら.い

たい と思っています。息子 もぎっとうれ しい

ことでしょう。」笑い声が再び礼拝堂 に響いた。

ジャックは顔がカッカとし、て くるのを感 じたg..

話 の ことに気 を取 られていて，エ ミリー夫妻

がいないことさえ気付かなかっ・たのである。

「で も
，話すのは8分 半だけだ。」

「ここで，お集 まりの皆 さんに少 しお話 し

たい と思います。」父は.続けた。「息子の話の

前に，最：初私が考 えていることにつ いて少 し.

お話 したい と思います5そ .れは神権 について

です……。」父親信堂々たる態度 で片手 き説教

台に乗せ， もう一方の手をボケ ッ.ト.に突っ込.

んだ姿勢で話 していた。

ジャックは頭 をかかえこんだ。「まさか，こ.



んな ζとになる とは。父親の後で話す.なんて，

まった く予期 しなかったことだ。 もう僕 には

、できない。」ジャックは心の中で叫んでいた。

それに しても何.を話 しているのだ ろう。

「私たちの家族には神権 を使 い，その召し

を全力 を尽 くして遂行 している人がいます。

彼は幼い頃から，神権の力を信 じていました。」

ジャックは父親が 自分のこ とを言 っているこ

とを知って，少 し恥 ずか しくなった。「ジャッ

クは，ある時特別な経験を しました1そ れは

私々ち家族 にとつて も大切 な経験 でした。そ

のことにつ いてお話 したい と思います。それ.

は，……」

父親があまり長 い間黙っているので，ジャ

ックは顔 を上げて見た。すると父親は両手で

説教台をしっか り握 りしめていた。

「それは……。」

「お父 さん
，お願いだか らその話は しない

で。最後 まで話せないに決ぎってい るよ。」ジ

ャ ックは，や きもきした。.ジャックはその話

を.よ.≦知 っていた。それはジャックが 自動車

事故に遭い，父親 の祝福で命を取 り留めた と

い う話である。それに して も，父はこれまで

決 して人前でこの話 をしよう.とし.なかったの

に， なぜ今になって話そうというのだろ うか。

「息子が3歳 の時で した
。その3歳 の息子

が私に，祝福 をして欲 しいと言ったのです。」

ミラー駐督の声は上ず り，指は青 ざめで いたb

長 ヤ・問，沈黙が続いた。「すみ ません。この話

は.しない方が よ.いのか もしれません。で も私.

は……。」それか ら2度 ほ ど話 をしようとした.

が ，そのだびに涙が込み上 げてきて1言 葉 に

ならなかった。.「すみ ません。……その時，医

者はこ っ言いました。.……」父は黙って立ち

つ くしていた6.声 き押 さえることもで きな.くな.

ってい.た。ジ.ヤックは父のす ぐ後 ろ.に腰掛け，

椅子のひじ掛げ を握 り.しめていた。「お父さん

を助けな くちゃ。」ジ.ヤ.ックの頭の中はその思'

い で一杯だった。、

す るとどうしたこと.かジャックの気持 ちは
.
憎転 して平静 さを取 り戻 した。.ジャックはす

っくと立ち上が ると，説教台の方へ歩いた。そ

して父の背に腕を回して言った。「監督，いいえ，

お父さん。続きを僕に話 させて下 さい。」父は

驚いて息子の方を振り返った。めがねの下から

は涙が ほおを伝わっていた父は ようや く落ち

着 きを取 り戻 し，大きくうなずいて席についた。

ジャックは どうしてその話 をす る勇気が出

たのか 自分に も理解 できなかった。 しかし，

話 を終 えるころには，会員たちの中に涙をふ

いている人もい.た。さて，いよいよ今度はジ

ャックの話の番である。 ところで何 を話 した

らよいのだろう。いまさら知 恵の言葉につい

て話すの もおか しい。彼はモルモン経を開い

て話の原稿 を見ていた。その時，モルモン経

の中に線の引いてある聖句が 目に入った。「私

す なわちニーファイは善い父母か ら生まれた

ので……。」.(1ニ ー ファイ1：.1)ジ ャ ック

はこれだと思い，大 きな声 でその聖句を読み

上 げた。そ して会員たちの顔をしっか り見詰

めた。ジャクソン姉妹やワイ ド家族，彼 らの

ホームティーチ ャーのプライス兄弟もいる。

そのほか，ス ミス家や ジャ クソン家の人々，

それに 自分の家族 の者，母親 も。 ジ々 ックは

もう夢中になってい々。何 とか して， 自分の

思いを伝 えたいと思 っていた。
.「実の と.ごろ

，父が監督であることにこれ

まで少 し不満を感 じていました。けれどもみ

んな父に大 きな期待 を寄せてい ます。そこで

今，私 ジャ.ック ・.ミラーは，善い両親の下に

生 まれた者.として，私の父のように，神権 を

尊び，隣人を愛す る.人を父親に持つことに伴

う祝福につ いてお話 したいと思います。」 後

ろを振.り返 ってみ ると，父が大声で笑ってい

た。「先程父が私のことについて話しましたの

で，今度は私が父のことを話 したいと思いま

す。」みんなが どらと笑 った。後 ろで，父が声 、

を上げて笑っているのが聞こえた。

彼は堂々 と話 し続けた。彼の力強い声が礼
.拝堂
に響 き渡 った』 こうしてジャック ・ミラ

ー 依主のみたまに満たされて，立派に話 をし

たのである。

33



教会 歴 史 シ リー ズ3

勝 利 と

悲 劇

!833-39年

グ レン ・M・ レ：オナ ド

1830年 代 の後半，末 日聖徒はオハ イオ州 カ
ー トラン ドにおいて数々の霊的な祝福 を

味わった。 しか し同時に，厳 しい信仰の試 し

をも受けたのである。1836年3月27日 の カー

トラン ド神殿献堂に伴い，末 日聖徒は5年 前

にニュー ヨー ク州を離れた時以来約束されて

いた霊的な力を授か った。聖徒たちは多大の

犠牲 を払 ってこの神権時代初の主の宮居 を建

てたものの， オハイオ州 と第2の 集合地であ

るミズー リ州北部では度重なる厳 しい苦難の

ために教会の一致は脅か されていた。

カー トラン ドは，1831年 の啓示によって，

わずか5年 間の一時的な本拠地 とされていた。

(教i義 と聖約38：32;64：21参 照)そ のため，

多 くの会員たちはその地に とどまるようにと

い っチャレンジを快 く受け入れたのであった。

カー トラン ドにおいても， ミズー リ州 ジャク

ソン郡において も，聖徒たちは，聖徒以外の

開拓者や州民たちか ら土地を購入した。カー

ノー ヴ ーへ の移 住

欝1
i .琴繍 懸 難

蝋編晦

麟 鍛.凄

。、 ・灘 灘 蕪鐵

蝦

、詫説 織乏 譲

い脚黙撚墨

撚 禰

熱　覇 雛
　 ピ サ

、難饗 響

購 縫馨繋
慧 欝∵纏灘総
醗 欲 ・繍 ・購
悪懸 』 黛'葦 ・

譲 粥"』

。、 麗 ：難蝿 灘

灘垂馨購 覇
鎌雛 難難獣講撫



トラン ドで，聖徒たちは乾燥食品店や宿屋，

製粉所，工場などを経営 した。このようにし

て，末 日聖徒は進んで地域社会の発展 に寄与

しようと努力してきた。

しか し，以前か らその地に住む人々は，急

増す るモルモン移住者 を見て，カー トラン ド

の経済の均衡 を揺 るがす として恐れ を抱いた。

その上，末 日聖徒の 日常の政治活動に も不審

の 目を向け るようになった。数人の末 日聖徒

が選挙に勝った時など，モルモンはアメ リカ

政府に反対 して秘密の独裁政 治を行なおうと

しているとい ううわさまで流れた。このよう

なことは， いつの 日か福千年 の統治が行なわ

れるこ とを信 じている末 日聖徒に対す る恐れ

か らくるものであった。聖徒たちは地域社会

の問題にも関与 し，カー トラン ドではジョー

ガ郡の議席の設置や禁酒運動 をはじめ数 々の

問題の審議 に加わった。

政治や社会問題に対す る関心に加 えて，末

日聖徒の教育に傾ける熱意は，カー トラン ド

のどの人々よりも勝っていた。1832年12月 に
かんらん

下 された 「撒檀(オ リーブ)の 葉」 として知

られている啓示(教 義 と聖約第88章 参照)の

中で，主は神殿 を建てるように と大管長会に

命 じられた。この神殿は後に建てられた数々

の末 日聖徒の神殿 とは異な り，礼拝や教育の

ために も使われるものであった。2階 の部屋

で塾が開かれ，伝道に出る人々の訓練 と一般

の学問の研究が行なわれた。

「予言者の塾」(「長老の塾」とも呼ばれた)

とい う宗教講座が始まったのは，神殿が完成

す る前の1833年 の ことで， これはその後数年

間にわたって断続的に行なわれた。この講座

は，予言者ジョセブ ・ス ミスや その他の人々

が準備 した 「信仰講話」に基づいて進められ

た。教義に関するこれ らの講話は，1835年 か

ら1920年 にかけて，「教義 と聖約」に付加 して

出版 されている。カー トラン ド学校 と呼ばれ

た一般学問の部には，算数や文法，地理など

の学科があった。1835年 にはヘブル語のクラ

スが設けられ，オハ イオ州ハ ドソンのヨシュ

ア ・セイカスが これを教えた。1837年 の秋に

神殿が献堂 されてか らは， カー トランド高等

学校が，「カー トランド学校」の教育過程 を採

り入れて一般教育に当たった。

カー トラン ド神殿の建てられた目的は，教

育のほかに も幾つかあった。それは，「天より

の能力を授 けん」(教 義 と聖約38：32)と 言 わ

れた主の約束を，ふ さわしい聖徒たちのため
かんらん

に成就 させ ることであった。「撒概の葉」の啓

示には， この特別な建物 は 「祈 りの家，断食

の家，信仰の家，学問の家，栄元の家，秩序

の寡，神の家」(教 義 と聖約88：119)と な る

ことが述べ られているる
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神殿は，大管長会 に与えられた啓示に基づ

いて，フレデ リック ・G・ ウイリアムズが設

計 した。カー トラン ド神康は，外形的には当

時ニュー イングラン ドにあったある大きな教

会堂 に似ていたが，末 日聖徒の建物 として非

常に珍 しい特徴が随所に見られる。例 えば，

集会室の両端には，腕のいい職 人によって刻

まれた見事 な教壇がすえ られていた。教壇は

4段 になっていて，西の教壇はメルケゼデク

神権，東の教壇 はアロン神権のために使 われ

た。幅約17メ ー トル，奥行約20メ ー トルのこ

の部屋は，必要 に応 じて幕で4つ に仕切 られ

るようにロープと滑車が取 り付けてあった。

神殿のすみ石は1833年7月23日 にすえ られ，

間 もな く会員たちの協力を得て建築が開始 さ

れた。この工事によ り，すべての人に犠牲 と

経済的負担が求め られた。砂岩 を採石す る者

や石工，大工， さし物師，ガラス職人，塗装

工など現場で働 く人々，建築 に携わる人々の

衣類 をまかな うために紡績や織物に従事 した

女性たち，そのほか総工費6万 ドルの費用を

納め.てくれた人々など犠牲は計 り知れない。

この聖なる建物の完成間近に，.各 家庭か らガ

ラス製品や陶器が寄贈された。それは細か く

砕いてしっ くいに混ぜ，神殿の外装に利用さ

れた。 これは神殿の輝きを添えるのに役立っ

た。

1836年3月 の神殿献堂にまつわる出来事 は，

カー トラン ドにおけ る教会史上最 も霊的なも

のである。ジョセブ ・ス ミスは献堂の準備 を

進めるに当たって， 洗足の儀式 と灌油の儀式

について神権指導者に教えた。これは，「汝 ら

……備えと聖め とをなすべ し
。誠に，われの

汝 らを清浄にせんため，わが前 に汝 らの心 を

潔め，また汝 らの手 と汝 らの足 とを清めよ。
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か くて， われは汝 らがこの悪 しき世の血によ

りて汚 れ ざるこ とを……わが神に証 をな し

……」(教 義 と聖約88：74-75)と い う主の戒

め を守る ものである。これ らふたつの儀 式は，

数年後ノーヴーで予言者 ジョセブ ・ス ミスに

よって紹介 された完全なエンダウメン トの儀

式への備 えとなる ものである。

β月27日 の献堂式には大勢の人が詰め掛け

た。そのため，啓示によって与えられた献堂

の祈 りを何回.か繰 り返 し，全員がその祈 りを
ゆ

聴け るようにした。この集会で，ウィ リアム・

W・ フェルプス作詞の讃美歌 「主のみたまは

火の ごと燃え」が初めて歌われた。その夜，

神権者 たちが集会 を開いていると，神殿が風

のような音に包まれ，そ こに出席 していた者

の何人かが異言を語った。神殿の外にいた者

はその時風の吹きぬけるような音がし，神殿

の塔 の上に一条の光が さしていた， と述べて

いる。会貝たちはさなが らペンテコステの 日
けんげん

のような霊の顕現 を体験 したのだった。

それか ら数 日後の4月3日 の日曜 日に，驚

くべ きことが起 こった。午後の集会で聖餐 を

受けた.後， ジョセブ ・ス ミス とオ リヴァ ・カ

ウ ドリは西側の教壇に退 き，周囲の幕を下ろ

した。そ してふた りはそこにひざまずいて，

沈黙の祈 りを捧げた。す る』と示現が開け，ふ
きようらん

たりは 「教壇の胸欄に立 ちた もう主」 を見た

のである。(教 義 と聖約110：2)救 い主はこ

の神殿を受け入れたまい，数々の祝福 を約束

された。 その後 さらに3つ の示現が続いて開

かれた。 そして，モーセからイスラエルの集

合 の鍵，エライヤスから 「アブラハムの福音の

神権時代」の鍵，エライジャか ら 「先祖の心に

子らを思わせ，子 らの心に先祖 を思わせ」る鍵

がふた りに託 されたのである。(教 義 と聖 約



110：12，15)

その 日の出来事 と献堂式の行なわれたそ.の

週の出来事は，聖徒たちが カー トラン ドを去

り，この神殿が他の者の手に落 ちてか らも，

長 く聖徒 たちの心に刻 まれていたこ とだろう。

長 い間放置 されていたこの神殿は， ミズー リ

州 インデペ ンデンスに本拠 をお く復元イエス・

キ リス ト教会の所有 とな り，現在集会所 とし

て使用 されている。

カー トラン ドでの危機

ジョセブ ・ス ミスがカー トラン ドを離れ る

原因 となった苦難は， ミズー リ州の聖徒 たち

をジャクソン郡か らクレイ郡に(1833年)， さ

らに北部の郡へ と追いや った暴徒たちの時 と

はやや趣を異にす るものであった。当時，政

治的，宗教的圧力が ミズー リとオハイオの両

州 を襲 っていた。 しか し， カー トラン ドでの

緊迫はお もに， ジョセブ ・ス ミスが金融の仕

事 に従事 し，卑劣な背教者たちの脅威にさら

されていたことに起因している。

カー トラン ドでもオハイオでも， この時代

の経済成長 には目を見張るものがあった。辺

境の地の住民にはお金 も不足 していたし，お

金 を借 りる信用もなか った。人口.が増 え，事

業が盛んになり，地価が暴騰するにつれ，末

日聖徒の経営者たちは， 負債を支払い，イン

フレ経済 を刺激す るために，銀行券を印刷 し，

回転さぜる銀行が必要 となった。そこで1836

年11月2日 ，ジ ョセブ ・ス ミスたちは 「カー

トラン ド安全協会」 とい う銀行 を設立 し;州

議会に認可 を申請 した。このよ うな 目的で過

去8年 間の うちに，合衆国内で400も の新.し

い銀行が設立されていた。 しかし，オハイオ

州の首都 コロンブスにまで持っていかれたこ

の申請は，金融勢力に反対す る力が強まって

いたこ ともあって，州議会か ら却下 されて し

まった。そこで申請者 たちは共同で株式会社

を創立 し，株式を売 り出して資本金を集める

ことに した。彼 らはこれ を 「カー トラン ド安

全協会非銀行会社」 と呼び，すでに印刷済み

の銀行券にその名称 を付加 した。

1837年1月 にカー トラン ド銀行券が出回 り

始め，一定量の金で裏付けられると，人々は

それを額面通 りに受け入れるようになった。

そして，この銀行券を商品の購入や負債の返

済に充てた。 しか し，1カ 月も経たないうち

に，協会は銀行券 と金貨の党換を中断す るこ

とを余儀な くされた。金の需要が供給 を上回

り.他 の地域の銀行は地元でしか償還できな

い紙幣 ではどうしようもないと考え，カー ト

ラン ド銀行券の受け入れ を拒否す るようにな

ったのである。その上，合衆国全体が経済恐

慌 に突入 し，数百に及ぶ銀行が閉鎖されたこ

とも相 まって協会は ます ます危機に陥った。

ジョセブ ・ス ミスは，1837年 の夏近 くにな

って， カー トラン ド安全協会の出納係 を辞職

した。その後数カ月して，会杜は倒産 した。

こうして予言者は， 多額の負債を抱えること

になった。土地に投資 し，商品はみな掛けで

買い込 んでいた。しか し，借金の返済に充て

ように も， 品物が売れなかった。

友人たちの中には，予言者 としてのジョ.セ

ブ ・ス ミス と，事業家 としての彼の役割を混

同して考える人々がいた。ジョセブ ・ス ミス

も他の人々 と同 じように，その 日の生活の糧 』

を得 るのに追われた。けれ どもこのような仕

事上の失敗 も，宗教指導者 としてめ予言者の

忠実 さに影響 を及ぼすことはなか った。.にも

かかわ らず， ガー トラン ドのあ る住民たちは
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彼に冷た く，教会の大管長の職からおろす計

画まで練ったのである。人々は徒党 を組んで

彼が予言者であることに反対を唱えた。 この.

よ うにして背教 した人々ゆえ.に，予言者の生

.命だけでな く
，支持者の生命 も危 くなってき

た。そこで公然と人々の前で予言者を弁護 し

ていたブ リガム ・ヤングと他の聖徒 たちは，

敵の襲撃 と暗殺か ら予言者 を守 るために，カ

ー トラン ドを出るこ とに した
。

教会の指導者 たちは， 冬の寒 さの中をミズ

ー リ州へ と向かい
，1838年 の早春にファーウ

ェス トに到着 した。その地の教会員は家畜や

お金を出し合 って彼 らを助けた。夏が来る頃

には，カー トラン ドにとどまっていた忠実な

会員たちも， ミズー リ州 の聖徒 たちに合流す

ることを決心 した。この ように してカー トラ

ン ドの陣営 と呼ばれた500人 を越える入々の

一団が
，七十人の指示の下に，幌馬車でファ

ーウェス トへ と向かった
。そして彼 らはアダ

ム ・オンダイ ・アーマンの地に住みついた。

苦しい生活 も，教会の発展 を妨げはしなか

った。合衆国東部の各地で伝道活動 が成功 し，

カナダでの改宗は，福音が大西洋 を越える日

が間近いことを示 していた。1836年4月 ，十

二使徒評議貝会のパーレー ・P・ プラット長

老がカナダを訪れ， トロン ト地域で福音 を宣

べ伝 えた。その地で彼は，原始 キリス ト教会

の回復 を待 ち望んでいたひとりのメソジス ト

教会の牧師， ジョン ・テイラーに出会った。

この ようにして，後の第3代 大管長 ジョン ・

テイラーは，3週 間の求道者生活 を終えて，

妻 と共にバプテスマ を受けた。その後2年 足

らずで，彼は十二使徒のひ とりに召されたの

である。

カナダで改宗 した新 しい会員たちには，英

国に多くの親戚や友人たちがいた。そこで彼

らは自分の改宗談 を手紙に書 き，友人たちに

証 を述べた。福音を宣べ伝 える素地 はす でに

出来上が っていた。 ジョセブ ・ス ミスはカー

トラン ドを離れる数 カ月前に，ヒーバー・C・

キ・ンボール，オルソン・ハ イ ド，ウイラー ド・

リチャー ズ， そのほか4名 のカナダ人改宗者

を召して，英国での伝道 を開始させた。彼ら

が リバプールの港に降 り立ったのは，1837年

7月20日 の こ とである。

宣教師たちはまず，親戚や友人たちを訪れ，

ハウンにおける迫害
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それか ら一般の英国人の中に入っていった。

教会や貸ホール，その他訪問先の家々で福音

を宣べ伝え，9カ 月後には，約2，000人 の改

宗者 を得たのである。翌年 の春に，宣教師た

ちは， カナダ人のジョセブ ・フィ・一ルデ ィン

グに伝道部の管理.を任せて帰国の途に就いた。

この時，副伝道部長にはウイラー ド ・リチャ

ー ズ(ま だ使徒に召されていなか った)と ，

英国人改宗者のウィ リアム ・クレイ トンが召

された。

ミズー リ州 における苦難

もしもジョセブ ・ス ミスが ミズー リ州の北

部の聖徒たちの間で平和に暮 らすことを望 ん

でいた としたら， 多分非常に落胆 したことだ

ろう。ここでもカー トラン ドと同様に，誤解

と不和がうず巻 き，論争が起 こった。1838年 の

春，ステーキ部長会(デ ビッ ド・ホイットマ

ー
，W・W・ フェルプス， ジョン ・ホイッ ト

マー)が 不実であるとい う訴えが評議会の調

査の結果確認され，彼 らはその職から解任 さ

れた。代 わって，ステーキ部長に トーマス ・

B・ マーシュ，副ステーキ部長にブ リガム ・

ヤ ングとデ ビッド・W・ パ ッテンが召 された。

ほ とん ど時 を同 じくして，教会法廷は， モル

モ ン経の3人 の見証者の うちのオリヴァ ・カ

ウ ドリとデ ビッド・ホイ ットマー，十二使徒

の ライマン ・E・ ジョンソンを破門に してい

る。彼 らは，カー トラン ドの反対 者たちに同

調 して，ジ ョセブ ・ス ミスを公然 と非難 した

か らである。

1838年 の夏， ミズー リ州の住民たちは，聖

徒たちへの攻撃 を再開 し， 中には暴力行為に

出る者 もあった。予言者はこのような脅迫に

立 ち向か っことを決心 し，必要であれば，戦

闘 をも辞 さない覚悟 であった。 シドニー ・リ

グ ドンは，1838年7月4日 ， アメリカ独立記

念 日の演説で， その決意の模様 を詳 しくうた

いあげた。「我々はもはやこれ以上 の我慢 はで

きません。権利を踏みに じるようなことをし

ていて，何で罰せ られないことがありましょ

うか。……暴徒 たちは我々 を襲い，我ルを苦

しめ続けています。「これは恐ら く掃討戦にな

るで しょう。……我々は今後も侵略者 となる

ことはないし， いかなる人民の権利をも侵害

しません。 しか し， 自己の権利 を守るために

は死をも恐れず立 ち向か うつ もりです。我々

が要求 しているのは我々の権利です。すべて

の人が各 自の権利 を保つことを我々は支痔 し

ます。」(B}7σS'%4ガ θs「BYU紀 要 」1974年

夏 ，p.527)

ミズー リ州の住民たちは，この演説こそ，

モルモンが 「反逆者」 であるこ との証拠であ

るときめつ けた。その結果，「1838年 モルモン

戦争」 と呼 ばれている暴力事件が起こったの

である。発端は，デービェス郡ガラチンの選

挙 日での出来事にあった。その 日，酔っぱら

ったひ とりの市民が，反モ ルモン主義の候補

者 に反対投票 した聖徒 にけんかを仕掛けてき

た。 しか もそのけんかの模様が誇張されてフ

ァーウェス トに届いた。そこで，.ジョセブ ・

ス ミスたちは武装 した隊 を組織 して見弟たち

の救助 に向かった。途中，アダム・オ ンダイ・

アーマンで ライマン ・ワイ トか ら負傷者が少

数 であ ることを知 らされ，一応事態は収拾 さ

れたもの と思った。ところが，間もな くして'

ジ ョセブ ・ス ミス とライ々 ン ・ワイ トは反逆

罪に問われ，逮捕されて裁判にカ}けられるこ

とになった。

今や うわさはうわさをよび，モルモン蜂起
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の偽 りの報告が ミズー)州 知事 リルバー ン ・

W・ ボッグズのもとに届 いた。そこで彼は，

州兵に命 じてそれを阻止 しよ うとした。一方

末 日聖徒 もコール ドウェル郡の州兵の 自衛軍

に登録 されていた。 キャロル郡か らきた暴徒

がデウィットの聖徒 たちを襲撃 したことを聞

いて，ジョセブ ・ス ミスは会員たちにそこを

離れるように勧告 した。そのことは，あちこ

ちで暴徒たちの行動 にますます拍車 をかけた。

アダム ・オンダイ ・アーマンの近 くでは，夜

の闇に乗 じて侵入 した暴徒が家屋や干 し草 を

焼 き払った。そのため，州兵の司令官はライ

マ ン ・ワイ トに，モルモン自衛軍 を組織す る

ように指示した。

10月24日 ，サムエル ・ボガー ト大尉に率い

られたコール ドウェル郡 の州兵の一 団が，3

人の末 日聖徒 を捕虜にして連れ去 り，残 りの

者には州から退去するように命 じた。十二使

徒のひとりであったデ ビッド ・W・ バ ッテン

大尉は捕虜を救 出するために末 日聖徒の州兵

の小隊を率 いてクル ック ド川付近に野営 して

いるボガー ト軍に攻撃 をかけた。これら両方

の州兵の戦いは互角 で，パ ッテン大尉 とほか

に3名 の死者が出た。

この衝突の模様は非常 にゆがめ られてボッ

グズ知事に知 らされた。聖徒たちは町 を焼 き

払い，住民を追放 し，『ダナイ ト団』とい う秘

密結社をつ くって公共の権利 を揺 るがそ うと

しているというのである。そこでボ ッグズ知

事は，末 日聖徒 の意見を聴 くこ ともな く，10

月27日 に州軍のジョン ・B・ クラー ク将軍に

命令を出した。「もしも一般民衆の治安のため

に必要ならば，モルモン教徒 を敵 として取 り

扱い，撲滅す るか，本州 より追放すること。

モルモン教徒の無法な行動は筆紙に尽 くし難
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い 。」(伍s'oηo〃 勉C伽 劣碗 「教 会 歴 史 」3

：175)

迫害 と追放

この悪名高い 「撲滅令」は，予想通 りの結

果を招 いた。10月30日 ，200人 ほ どの州兵が，

コール ドウェル郡，ヤコブ ・ハウンの工場近

くにある30軒 ほ どの末 日聖徒の居住地 を襲撃 ＼

し，大虐殺を行なった。彼ら末 日聖徒は，わ

ずか2日 前に州兵の指揮官 と平和条約 を結ん

でいたのである。それにもかかわらず，州兵

たちはモルモン教徒 を攻撃 し，17人 を殺 した。

その中には，か じ屋に難 を逃れていた少年た

ち も含まれていた。

翌31日 ，ファーウェス トでは，教会の指導

者たちが一堂に会 して，サムエル ・ルーカス

将軍か ら出された4項 目にわたる要求に耳を

傾 けていた。末 日聖徒の財産は損害賠償 とし

て没収す る。末 日聖徒の指導者は降服して裁

判を受け，処罰を受ける。残 りの者は武装 を

解除 し，州兵の保護の下に州か ら退去す る。

このように して， ジョセ ブ ・ス ミス， シ ドニ

ー ・リグ ドン
，ライマン・ワイ ト，パーレー ・

P・ プラッ ト，ジ ョージ ・W・ ロビンソン，

ハイラム ・スミス，アマサ ・ライマ ンが捕 らえ

られた。 その間 も，州兵はファー ウェス トー

帯を荒 し回っていた。す ぐに軍法会議が開か

れ，捕虜は翌朝銃殺 され るこ とになった。そ

して，ルーカス将軍はア レクサンダー ・ドニ

ファン将軍に刑の執行を命 じた。以前に聖徒

たちの弁護士 を務めたこ とのある ドニファン

将軍は， その時，次のよ うな返事 を将軍に書

き送 った。「それは残忍な殺人です。小官は閣

下の命令には従いませ ん。わが隊は，明朝8

時， リバテ ィーに向かいます。 もし閣下がこ



れ らの人々に刑 を執行され るなら，神に誓っ

て法廷の前に閣下 の責任 を問 う覚悟であ りま

す。」(H空'o勿yq〆 漉θCぬ%π漁 「教会歴史」1

：482)こ の ドニファン将軍の勇気によって，

刑 の執行だけは取 りやめになった。

1838年 の11月 と12月 ， ミズー リ州は平静で

あった。しか し聖徒たちは， いつかは家 を捨

てなければな らない時が くると思っていた。

ジョセブ ・ス ミス と副管長たちが捕虜 となっ

ていたので，十二使徒評議員会の先任会長ブ

リガム ・ヤングは ミズー リ州 を立ち去る準備

を始めた。委員会が組織 され，1月 までに行

程 の調査が行 なわれた。そして2月 に，ブ リ

ガム ・ヤ ングはファ「ウェス トを出た。その

後本格的な退去が始 まり，4月 下旬 までには，

聖徒たちのほ とんど全員が ミズー リを脱 出し

たのである。 その大 半 が ミシシッピ川 を渡

り，イ リノイ州西部のクインシーに避難 した。

そのほか，セン トルイスやその周辺に逃れた

・聖徒 たちもいた。

聖徒たちが苦難の退去 をしている間 も，予

言者 と他 の捕虜たちは獄 中で悶々たる日々 を

送っていた。彼 らは， ミズー リ州 のインデペ

ンデンスか らリッチモン ドに護送され，反逆

罪で裁判 にかけ られる 日を待 っ.ていた。裁判

は，オー スチン ・A・ キング判事 の下で11月

13日 か ら始まった。教会 を背教 したサンプソ

ン ・アバー ドなど数名の証人が立って，予言

者が 「ダナイ ト団」 とい う秘密結社 をつ くっ

て活動 していることを告発 した。一方，弁護

側の証人たちは全員逮捕 され，投獄 されて，

出廷す ることがで きなか った。その結果，判

事 は彼 らを大陪審に付す ことを決定 した。

その まま数名が リッチ モン ドに拘留され，

ジョセブ ・ス ミス，ハイラム ・ス ミス， ライ

マ ン ・ワイ ト，ア レキサンダー ・マクレイ，

カレブ ・ボール ドウィンは， クレイ郡 リバテ

ィーの獄に送 られ た。

石 と丸太で造 られた約7メ ー トル平方の小

さなリバティーの牢獄で，予言者は5カ 月間

ほど暮 らした。 しか しこの陰 うつな獄か ら送

られて くる予言者の手紙は，驚 ぐほど明るい

内容であった。予言者は，祈 りと瞑想の 日々

を過ごし，大切 な啓示や考 えを幾つ も手紙で

書 き送 ってきた。それらを抜粋 してまとめた

ものが，教義 と聖約の第121章 ，122章 ， そし

て123章 である。

4月 になると， リバテ ィーの獄に捕われて

いた聖徒たちはデービェス郡ガラチンに移 さ

れた。 そして，コロンビアへ再び護送される

途中，保安官や護衛官たちの手で解放された。

疲れ切 った聖徒 たちは歩いた り，馬に乗った

りしてイリノイ州に入 り，4月22日 に家族や

聖徒たちと再会 した。 また， リッチモン ドに

投獄されていた.聖徒 たちも，7月4日 に コロゴ

ンビアに護送 され る途中で脱走した。

ミズー リ州からの退去は，教会歴史の中の

重要な一時期の終わ りを告げる出来事であっ

た。このオハ イオ， ミズー リ時代 を特徴づけ

るとすれば， 神 殿， 教義 に関 する新 しい啓

示，伝道活動の進展， シオンの中心地の指定

を挙 げることができる。またこの時代は，経

.済 的な打撃 を被 り
，厳 しい迫害 と背教にあえ

ぎ，聖徒 たちが ミズー リ州か ら退去 した時で

もあった。しか し，1839年 の夜明け と共に，

教会歴史の中の新 しい時代，新 しい活力 と成

長の時代 を，聖徒たちは イリノイ州 ノーヴー

の集合の地で迎 えるのである6
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家族の証

新しい命の水を得た喜び

日本名古屋ステーキ部

名東付属支部
よ も さ しげ お

右衛門佐 重雄

私たちは，今年(1978年)の5月3日 にバ

プテスマを受け，末 日聖徒 イエス ・キ リス ト

教会の会員に加えていただきました。 きょう，

このステー キ部大会で証 をする機会を与えて

いただき，深 く感謝 しています。

4月7日 の夕方， グリーンウ ッド長老 とス

カウソン長老の訪 問を受けました。これは末

日聖徒 イエス ・キリス ト教会か ら福音 を伝 え

られた3回 目のことです。 と申しますのは，

昨年(1977年)5月 に，スティー ブンス長老

とアイバ ソン長老の訪問を受け，数回にわた

.
って教 えを聞いたこ とがあったからです。そ

してその時いただいた教会のパ ンフレットや

モルモン経，特 に，最後の部分のモロナイ書

を読んでいましたので，少 しは教会の ことも

知ってお りました。

私は，高等学校 と大学の時お世話になった

家が熱心なカ トリック信者で したので， 日曜

日にはよく教会に行 き，家 での朝夕のお祈 り

をともにしていました。また私 たちの子供ふ

た りはカ トリックの大学で学び，神父 さま と
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も親 しくさせていただいていました。私 もこ

こ数年，いつ とはな く聖書 を読んで人生の支

えを得ていました。病気の時はお祈 りをし，

悩みのある時は家内とふた りで新約聖書や詩

篇な どを読 ませていただいてお りました。

グり一ンウッ ド長老たちが来 られた時，私

たちは精神的にも肉体的に も大変疲労 してい

ました。遠 く離れた田舎の父が3月 末に亡 く

名大研究室での右衛門佐兄弟



な り，後に残 った母に孝養 を尽 くせ ないこと

や，弟夫婦 との問題などで心を痛めてお りま

した。その上私の体 も不調 をきわめてお りま

した。長老 たちの訪問 を受けた時，「私は聖書

によってキ リス トを信 じている。キ リス ト教

会は どの教会 も同 じであると思 っている。近

い将来どこかの教会でバプテスマ を受けたい

と思っている」 と申し上げました。グ リー ン

ウッ ド長老は信仰に満 ちた言葉で， この教会

が神さまの真の教会であることを証 されまし

た。そこで私たちは4月9日 に教会 を訪 問す

ることを約束 しました。その 日初め て教会 を

訪ねた時，皆様に温か く迎 えていただき，讃

美歌に感涙いた しました。それか ら，武田兄

弟姉妹 に同席 してい ただ き， バプテスマの

右衛門佐姉妹(自 宅にて)

家族の証

ためのレッスンを受け，5月3日 大庭兄弟 と

ともにバプテスマ を受け ました。

その後6カ 月ほどたちましたが，精神的な

苦悩や病気か らす っか り解放 され，本当に自

由 と平安 を得て.います。私は風邪 をひきます

と，激 しい頭痛におそわれますが，今はその

ようなことがな くな りました。病気 のため，

責任のある会議や研究会や授業の務めを果た

せ ないことが大変な悩みでしたが，.こ のよう

な悩みか ら解放 されたことは私には何よ りの

祝福 と，感謝の気持ちで一杯です。主は 「わ

れはよみがえ りな り，命な り」 と言われまし

た。いつ も新 しい命の水 をいただいて元気で

過 ごしてい きたいと思 っています。兄弟姉妹

には今後 よろしく指導 して下 さるようお願い

します。喜びに満 ちて毎 日を過 ごしているこ

とをイエス ・キリス トのみ名によって証 させ

ていただきます。アー メン。

以上の証と次ページの証は昨年ll月26日

(日)名 古屋ステーキ部大会において話され

たものです。なお，右衛門佐兄弟は理学博

士。現在，名古屋大学教授 として，理学部.

物理学教室で教鞭を執っています。教会は，

日本名古屋ステーキ部名古屋第4ワ ード部名

東付属支部で日曜学校副会長の責任にあり

ます。
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家族の証

大きな恵みに

感謝の 日々

よ も さ てる

右衛門佐 照

きょう， このステーキ部大会において証で

きます ことを深 く感謝いた します。
し きた

主人の故郷は田舎で，昔なが らの仕来 りを

重んじる所で した。そんな中で，私は長男の嫁

として生活していかなければな りませ んで し

た。 しか も病気がちな主人を助けて行 くのは

大変な苦労 でした。その上私 も病気にかか り，

子供は発育不良の ような状態になる始末でし

た。主人は，結婚後7年 余 り欠勤がちの 日々

を送 っていました。その頃のことを思えば，

今こうしてふた りが元気な姿で， ここに立 っ

ていることが不思議 な くらいです。ことに主

人は結婚前か ら胃潰瘍で， 胃痛 を訴えない日

はあ りませ んで した。そ して，昭和38年12月 ，

学会の会場 で講演中に倒れ，2度 ほど大きな

吐血 をしました。幸い手術 をしていただいて，

九死に一生を得たのでした。その後， 胃痛か

らは解放 されまし㊧が，今度は過労や風邪の

時，激 しい頭痛がおこ り，悩 まされ続けてき

ました。私たちの人生はこのよ うな病気 と仕

事 との戦いの30年 余 りで した。そのような中

で子供たちは成長 しました。昨春(1977年)

次 男が，お父さんにはお母 さんがいるので，自

分は年老いた田舎の祖父母の面倒 をみ ると言

って，私たちの代わりに故郷 に職 を得て，家に

帰って くれ ました。その時，祖 父母は非常に

喜んで くれ ましたが， 田舎の家の後継 ぎの問
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題 が起 こり，次男はその家 を出ることにな り

ました。そ して主人の弟夫婦に家を渡 し，老

父母の世話 を頼む ことにな りました。そうこ

うしている うちに，祖父は風邪が もとで，こ

の3月 に亡 くな りました。残された祖母のこ

とで，私たちには大変心労がつのっていまし

た。ちょうどそんな頃，4月7日 の夜， グリ

ー ンウッ ド長老 とスカウソン長老が私たちの

家 を訪れて下 さいました。奇 しくもその 日は

主人の次弟が学徒出陣で出征 し，満州の延吉

収容所 で戦病死 した33回 目の命 日だったので

す。

私たちは4月9日 ，教会 を訪問 させていた

だきました。そ して5月1日 には田舎の祖母

を家に迎え，5月3日 にバ プテスマを受け さ

せ ていただ きました。

それか ら半年余 りたっな今，主人 も私 も健

康 に恵まれ，田舎の家の問題 も解決 し，84歳に

なった祖母 とも楽 しく元気 に暮 らせ るように

な りました。次男も祖母.を助けてくれています。

主人は晩年になって初めて，健康 と自由 を

いただ き，忙 しさの中にも充実した仕事 を行

ない，何の妨げ もなく，学問一筋に打 ち込め

るようになって参 りました。この大きな恵み

を神に深 く感謝いたします。これらをすべて

イエス ・キ リス トのみ名により証 させていた

だきます。アーメン。
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系図に関す ることでご質問があれば,ど の

ようなことでも,右 あてに問い合わせて下 さ

い。
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末 日聖 徒 イ エ ス･キ リス ト教 会

神 殿 サ ー ビ ス セ ン タ ー

TeLO3(440)2351(代 表)
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全国SAPサ マ ー キ ャ ンプ 開催決 まる!

来 る8月8-11日 の4日 間,群 馬県尾瀬において全国SAPサ マ ーキャン

プが開かれるこ とになりました。

全国の若人の積極的な参加 を期待 してお ります。なお,く わ しいことは追

ってご連絡 いたします。

期 日:8月8日(水)一11日(土)

場 所:群 馬県尾瀬戸倉温泉

実行頽 会委賑 川 崎 康 夫(日本東京北ステーキ部東京第7ワ ード部)

副 委賑 中 村 吉 博(日本東京ステーキ部束:京第1ワ ー ド部)

〃 軸･宣 孝(日本横浜ステーキ部横浜第1ワ ード部)

訂 正

3月 号に以下 の誤 りが あ りま したので,お 詫 び して訂正いた します。

p.21右 段の上 から13行 目｢忘 れ｣→｢志 さ｣ .



心の糧

霊感と個人の備え

ボ ー ル ・H・ ダ ン

一般 に教会で働 く人々 を，その準備の状態に従 って分けるとすれば，次の

3つ の グループが考 えられ る。

第1は ， 自分には責任を果たすのに必要な知能 と才能がすべて具わってい

ると考 えている人々。 このような人々は準備 をする時に神の導 きを求め よう

としない。

第2に ，すべ てを主にゆだねる人々。普通このような人々はその時の衝動

に頼 り過 ぎるために， それを霊感 と取 り違 えることが よくある。彼らは問題

の解決をすべて主にゆだね，ひたす ら主の助けを願 い，期待 している。

しかし， どちらも正 しい とは言えない。前者は 自信過剰型である。確かに，

人が具 えてお くべ き資質 を高めることはできるか もしれないが，助けの必要

性 を意識 しないので，主のみたまを受ける機会がない。

後者は，完全な依存型である。 これは，最 も賞賛に値すべ き神の特質を身

に付けることはできる。 しか し， 自分はふさわ しくない， 自分 にはできない

と思 い込んでいるために， 自分 自身の進歩成長 を図る機会がない。

第3の グループは理想的で，神 との個人的な関係 を維持 していける人々で

ある。この ような人々は， 自分の能力や才能 を重ん じている。 と同時に， 自

分の能力を発揮するために主のみたまが必要なこ とを十分認識 している。次

の ような話 をよ く耳にする。ふた りの者が集 まり，そのうちのひとりが主 で

あれば何でもできる， と。

主 と共に働 く指導者は，奉仕の召 しを引 き受ける時， 自分が召されたのは

自分 の仕事 を行 なうためではな く， 自分の働 きを通 して神 を助けるためであ

るということを知るようになるであろう。
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